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忍川・さきたま調節池・
酒巻導水路が変わる…

川のまるごと
再生プロジェクト展開中！

特 集 平成27年10月スタート
1人に1つのマイナンバー
「社会保障・税番号制度」が始まります ・・・・・・・P.2
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最近、耳にすることが多くなった「マイナンバー（個人番号）」。聞
いたことはあるけれど、どんな番号でどのように利用するのかよく
分からないといった方が多いのではないでしょうか。
マイナンバーとは、新たに始まる社会保障・税番号制度により、
外国人を含む住民票のある全ての方1人が1つ持つことになる12
桁の番号のことです。そして、この番号を活用することにより、行
政の効率化や国民生活の利便性の向上などが見込まれます。
ここでは、いよいよ今年の10月からスタートするマイナンバー
についてお知らせします。｢社会保障・税番号制度｣が始まります 

1人に1つのマイナンバー
平成27年10月スタート

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）は
、

住
民
票
を
有
す
る
全
て
の
方
に
1
人

1
つ
の
番
号
を
付
し
て
、社
会
保
障
、

税
、
災
害
対
策
の
分
野
で
効
率
的
に

情
報
を
管
理
し
、
複
数
の
機
関
に
存

在
す
る
個
人
の
情
報
が
同
一
人
の
情

報
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に

活
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
行
政
を
効
率
化

し
、
国
民
の
利
便
性
を
高
め
、
公
平

か
つ
公
正
な
社
会
を
実
現
す
る
社
会

基
盤
で
す
。
そ
し
て
、
期
待
さ
れ
る

効
果
と
し
て
は
、
大
き
く
分
け
て
次

の
3
つ
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現

所
得
や
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受

給
状
況
を
把
握
し
や
す
く
な
る
た

め
、
負
担
を
不
当
に
免
れ
る
こ
と
や

給
付
を
不
正
に
受
け
る
こ
と
を
防
止

す
る
と
と
も
に
、
本
当
に
困
っ
て
い

る
方
に
き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
え

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

②
国
民
の
利
便
性
の
向
上

添
付
書
類
の
削
減
な
ど
、
行
政
手

続
き
が
簡
素
化
さ
れ
、
国
民
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
行
政
機

関
が
持
っ
て
い
る
自
分
の
情
報
を
確

認
し
た
り
、
行
政
機
関
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ
を
受
け

取
っ
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

③
行
政
の
効
率
化

行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
な

ど
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
照
合
、

転
記
、
入
力
な
ど
に
要
し
て
い
る
時

間
や
労
力
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
ま

す
。
複
数
の
業
務
の
間
で
の
連
携
が

進
み
、
作
業
の
重
複
な
ど
の
無
駄
が

削
減
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

 

平
成
27
年
10
月
か
ら
、
住
民
票
を

有
す
る
国
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
に
12
桁
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
通

知
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
は
中
長
期
在
留
者
や
特
別
永

住
者
な
ど
の
外
国
人
の
方
に
も
通

知
さ
れ
ま
す
。

通
知
は
、
市
役
所
か
ら
、
原
則
と

し
て
住
民
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る

住
所
宛
て
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記

載
さ
れ
た
「
通
知
カ
ー
ド
」
を
送
る

こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
は
一
生
使
う
も
の
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
漏
え
い
し
て
、
不

正
に
使
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
場
合

を
除
い
て
、
番
号
は
一
生
変
更
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
ぜ

ひ
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
1
月
か
ら
、
社
会
保

障
、
税
、
災
害
対
策
の
行
政
手
続
き

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
社
会
保

障
、
税
、
災
害
対
策
の
中
で
も
、
法

律
や
市
の
条
例
で
定
め
ら
れ
た
行

政
手
続
き
で
し
か
使
用
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
行
政
機
関

な
ど
で
の
情
報
連
携
は
平
成
29
年

1
月
か
ら
順
次
開
始
さ
れ
ま
す
。

①
国
や
地
方
公
共
団
体

国
の
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団

体
な
ど
に
お
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

は
、
社
会
保
障
、
税
、
災
害
対
策
の

分
野
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
国
民
の
皆
さ
ん

に
は
、
年
金
・
雇
用
保
険
・
医
療
保

険
の
手
続
き
、
生
活
保
護
・
児
童
手

当
そ
の
他
福
祉
の
給
付
、
確
定
申
告

な
ど
の
税
の
手
続
き
な
ど
で
、
申
請

書
な
ど
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載

を
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
税
や
社
会
保
険
の
手
続
き

に
お
い
て
は
、
事
業
主
や
証
券
会

社
、
保
険
会
社
な
ど
が
個
人
に
代

わ
っ
て
手
続
き
を
行
う
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
勤
務
先
や
証
券
会
社
、
保
険

会
社
な
ど
の
金
融
機
関
に
も
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
提
出
を
求
め
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
民
間
企
業

民
間
企
業
は
、
従
業
員
の
健
康
保

険
や
厚
生
年
金
の
加
入
手
続
き
を

行
っ
た
り
、
従
業
員
の
給
料
か
ら
源

泉
徴
収
し
て
税
金
を
納
め
た
り
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
証
券
会
社
や
保

険
会
社
な
ど
の
金
融
機
関
で
も
、
利

金
・
配
当
金
・
保
険
金
な
ど
の
税
務

処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年

1
月
以
降
は
、
こ
れ
ら
の
手
続
き
を

行
う
た
め
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
企
業

や
団
体
に
勤
め
て
い
る
方
や
金
融

機
関
と
取
引
が
あ
る
方
は
、
勤
務
先

や
金
融
機
関
に
本
人
や
家
族
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
示
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
民
間
企
業
が
外
部
の
方
に

講
演
や
原
稿
の
執
筆
を
依
頼
し
、
報

酬
を
支
払
う
場
合
、
報
酬
か
ら
税
金

の
源
泉
徴
収
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
こ
う
し
た
外
部

の
方
か
ら
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
供

し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
導
入
の

目
的

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
え
る

時
期
、
分
野

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用

で
き
る
機
関
な
ど

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知

マイナンバーは、社会保障、税、災害対策
の手続きのために、国や地方公共団体、勤務
先、金融機関、年金・医療保険者などに提供
するものです。こうした法律で定められた目
的以外にむやみに他人にマイナンバーを提供
することはできません。他人のマイナンバー
を不正に入手したり、他人のマイナンバーを
取り扱っている人が、
マイナンバーや個人の
秘密が記録された個人
情報ファイルを他人に
不当に提供したりする
と、処罰の対象になり
ます。

マイナンバー
の目的外利用絶対

ＮＧ
!

マイナンバー制度マ
スコットキャラク
ター「マイナちゃん」

マイナンバーは、行政を効率化し、
国民の利便性を高め、公平・公正な
社会を実現する社会基盤です。

毎年6月の児童手当の現況届の際に市区町村に
マイナンバーを提示します。

厚生年金の裁定請求の際に年金事務所にマイナ
ンバーを提示します。

勤務先にマイナンバーを提示し、源泉徴収票な
どに記載します。

マイナンバーは次のような場面で使います

公平・公正な
社会の実現

行政の
効率化

国民の利便
性の向上

証券会社や保険会社などにマイナンバーを提示
し、法定調書などに記載します。

市区町村

金融機関
勤務先

年金事務所

○×スポーツクラブ入会届

住所 ○○○○○○○○○○○

氏名 ○×太郎　年齢 ○歳

マイナンバー 12345○△□※

○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○

○×スポーツクラブ入会届

住所 ○○○○○○○○○○○

氏名 ○×太郎　年齢 ○歳

マイナンバー 12345○△□※

○×スポーツクラブ入会届

住所 ○○○○○○○○○○○

氏名 ○×太郎　年齢 ○歳

マイナンバー 12345○△□※

○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○
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自動交付機が停止します

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
券
面
に
氏

名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
な
ど
が
記
載
さ
れ
、
本

人
の
写
真
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
平
成

27
年
10
月
に
通
知
カ
ー
ド
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
通
知
さ
れ
た
後
に
、
市
役

所
に
申
請
す
る
と
、
平
成
28
年
1
月

以
降
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
本
人
確
認

の
た
め
の
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用

で
き
る
他
、
カ
ー
ド
の
I
C
チ
ッ
プ

に
搭
載
さ
れ
た
電
子
証
明
書
を
用
い

て
、e
―
T
a
x（
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
）
を
は
じ
め
と
し
た

各
種
電
子
申
請
な
ど
に
使
用
で
き
ま

す
。な

お
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
搭
載

さ
れ
る
I
C
チ
ッ
プ
に
は
、
券
面
に

書
か
れ
て
い
る
情
報
の
他
、
電
子
申

請
の
た
め
の
電
子
証
明
書
は
記
録
さ

れ
ま
す
が
、
所
得
の
情
報
や
病
気
の

履
歴
な
ど
の
機
微
な
個
人
情
報
は
記

録
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
1
枚
か
ら
全
て
の
個
人

情
報
が
分
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
こ
れ
ま
で
発
行
し
た
住
基
カ
ー
ド

は
有
効
期
限
ま
で
利
用
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

と
の
重
複
所
持
は
で
き
ま
せ
ん
。

マイナンバーを使って自分の個人情報がどのようにやりとりされているか、自身で記録を確認する手段として、
平成29年1月から「情報提供等記録開示システム（マイ・ポータル）」が稼働する予定です。情報提供等記録開示シ
ステムの機能の詳細はマイナンバーを含む自分の個人情報をいつ、誰が、なぜ提供したのか確認できる機能の他、
次のような機能が入る予定です。

個
人
番
号
カ
ー
ド

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
導
入
を
検
討
し

て
い
た
段
階
で
、「
個
人
情
報
が
外

部
に
漏
れ
る
の
で
は
な
い
か
」「
他

人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
な
り
す
ま
し

が
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ

た
懸
念
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
安
心
・
安
全

に
利
用
す
る
た
め
に
、
制
度
面
と
シ

ス
テ
ム
面
の
両
方
か
ら
個
人
情
報
を

保
護
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い

ま
す
。

制
度
面
の
保
護
措
置
と
し
て
は
、

法
律
に
規
定
が
あ
る
も
の
を
除
い

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含
む
個
人
情

報
を
収
集
し
た
り
、
保
管
し
た
り
す

る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
と
い
う

第
三
者
機
関
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
か
監
視
・

監
督
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
法
律
に

違
反
し
た
場
合
の
罰
則
も
、
従
来
よ

り
重
く
な
っ
て
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
面
の
保
護
措
置
と
し
て

は
、
個
人
情
報
を
一
元
管
理
す
る
の

で
は
な
く
、
従
来
通
り
、
年
金
の
情

報
は
年
金
事
務
所
、
税
の
情
報
は
税

務
署
と
い
っ
た
よ
う
に
分
散
し
て
管

理
し
ま
す
。
ま
た
、
行
政
機
関
間
で

情
報
の
や
り
と
り
を
す
る
と
き
も
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
直
接
使
わ
な
い
よ

う
に
し
た
り
、
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ

ス
で
き
る
人
を
制
限
し
た
り
、
通
信

す
る
場
合
は
暗
号
化
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
情
報

を
含
む
個
人
情
報
の
フ
ァ
イ
ル
を
保

有
し
よ
う
と
す
る
、
ま
た
は
保
有
す

る
国
の
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体

な
ど
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な

ど
の
権
利
利
益
に
与
え
る
影
響
を
予

測
し
た
上
で
特
定
個
人
情
報
の
漏
え

い
そ
の
他
の
事
態
を
発
生
さ
せ
る
リ

ス
ク
を
分
析
し
ま
す
。
加
え
て
、
そ

の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め

の
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
宣

言
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
を
特
定

個
人
情
報
保
護
評
価
と
い
い
ま
す
。

本
市
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

個
人
情
報
の
保
護

自分の個人情報の確認方法

マイナンバーＱ＆Ａ「教えてマイナちゃん」
個人番号カードは、本人確認のための
身分証明書として使える他、さまざま
なサービスに利用できます

カードには機微な個人情報は記録されません
　カードに記録されるのは、券面に記載され
た氏名、住所、個人番号などの他、電子証明
書などに限られ、所得などの情報は記録させ
ません。

個人番号　1234 5678 9012

氏　　名　□□□□□□□□□□
住　　所　□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
　　　　　□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

生年月日　□□□□□□□□　性　　別　□

2026年 ●月●日まで有効
セキュリティコード　＊＊＊＊

個人番号
カード

サインパネル領域

（裏面）

（表面）

▶問い合わせ　企画政策課企画改革担当（内線311）または広報広聴課情報担当（内線319）

・行政機関などが持っている自分の個人情報の内容を確認できる機能
・行政機関などから一人ひとりに合った行政サービスなどのお知らせがくる機能
・行政機関などへの手続きを電子的に一度で済ませることができる機能

10月1日 ㈭から12月
28日㈪まで、自動交付機
から住民票の写しが発行で
きなくなります（住民票以
外の証明書の発行はできま
す）。また、12月29日 ㈫
から平成28年1月3日㈰
までは、自動交付機の入れ
替え作業のため、全ての証
明書が発行できなくなりま
す。ご迷惑をお掛けします
が、ご理解ご協力をお願い
します。

詳しい情報は…
マイナンバーの最新情報や各種制度概要、法令などは
社会保障・税番号制度（マイナンバー）のホームページ、
またはマイナンバー公式ツイッターをご覧ください。

ご不明な点はマイナンバーのコールセンターへ
☎0570―20―0178

※パソコンの検索画面で

　を入力後　　　　　　 クリック！
マイナンバー社会保障・税番号制度

検索
または　マイナンバー公式ツイッター

内閣官房社会保障改革担当室
（番号制度）※社会保障・税番
号制度の公式アカウント

マイナンバーに関する素朴な疑問について、マイナちゃんが分かりやすく解説します。

マイナンバーを記載した「通知カード」を平成
27年10月以降、市から送付しますので、そ
こでマイナンバーを確認できます。また、平

成28年1月以降、市に申請すると「個人番号カード」
の交付を受けることができます。この「個人番号カー
ド」にもマイナンバーが記載されます。さらに住民票
の写しを取得する際、希望すれば、マイナンバーが記
載されたものが交付されます。

Ｑ1 自分のマイナンバーを確認するにはどう
したらいいですか？

マイナンバーの導入により、平成29年1月
から国の行政機関など、平成29年7月から
地方公共団体で情報連携が始まり、社会保

障や税、災害対策の手続きで住民票の写しなどの添
付が不要になります。ただし、現時点でマイナンバー
が使われるのは、法律や条例で定められる社会保障
や税、災害対策の分野に限られるため、それ以外の
分野の行政手続きでは、引き続き住民票の写しなど
の添付が必要になります。また、戸籍はマイナン
バーの利用対象に入っていないため、番号の利用が
始まった後も従来どおり提出していただく必要が
あります。

Ｑ2
マイナンバーが導入されると添付書類が不要
になるといわれていますが、住民票の写しや
戸籍の添付が全て不要になるのですか？

個人番号カードの券面には、氏名、住所、
生年月日、性別、顔写真が記載されており、
レンタル店などでも身分証明書として広く

利用できます。ただし、カードの裏面に記載されて
いるマイナンバー（個人番号）をレンタル店などに提
供することはできません。また、レンタル店などが
マイナンバーを書き写したり、コピーを取ったりす
ることは禁止されています。

Ｑ3
レンタル店やスポーツクラブに入会する
場合などにも個人番号カードを身分証明
書として使って良いのですか？

マイナンバーを記載した法定調書などを行
政機関などに提出するときまでに取得すれ
ばよく、必ずしも平成28年1月のマイナン

バーの利用開始に合わせて取得する必要はありませ
ん。例えば、給与所得の源泉徴収票であれば、平成
28年1月の給与支払いから適用され、中途退職者
を除き、平成29年1月末までに提出する源泉徴収
票からマイナンバーを記載する必要があります。

Ｑ4 従業員などのマイナンバーは、いつまで
に取得する必要がありますか？ 
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今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
方
は
、
次
の
要

件
を
備
え
て
い
る
方
で
す
。

県
議
会
議
員
選
挙

・
日
本
国
籍
を
有
す
る
方

・
平
成
7
年
4
月
13
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

・
平
成
27
年
1
月
2
日
以
前
か
ら
本
市
に
住
所

を
有
し
て
い
る
方

※
平
成
27
年
1
月
3
日
以
降
に
埼
玉
県
内
の
他

の
市
町
村
に
転
出
（
1
回
の
み
の
住
所
移
転

に
限
る
）
し
、
本
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
は
、「
引
き
続
き
県
内
に
住

所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
ま
た
は
「
住
民

票
の
写
し
」
が
あ
れ
ば
、
本
市
で
投
票
で
き

ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

市
議
会
議
員
選
挙
お
よ
び
市
長
選
挙

・
日
本
国
籍
を
有
す
る
方

・
平
成
7
年
4
月
27
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

・
平
成
27
年
1
月
18
日
以
前
か
ら
本
市
に
住
所

を
有
し
て
い
る
方

・
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

投
票
所
「
入
場
券
」
は
、
い
ず
れ
の
選
挙
も

告
示
日
に
合
わ
せ
て
各
家
庭
に
郵
便
で
届
け
ら

れ
ま
す
。
入
場
券
は
、
投
票
所
の
混
雑
緩
和
の

た
め
に
発
行
す
る
も
の
で
、
万
一
届
か
な
か
っ

た
り
、
紛
失
し
た
り
し
て
も
選
挙
権
の
あ
る
方

は
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
入
場
券
が

届
い
て
も
、
転
出
な
ど
に
よ
り
投
票
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
）。

※
入
場
券
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
方
は
、
投
票

日
当
日
に
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

※
入
場
券
は
封
書
形
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。
投

票
の
際
は
、開
封
し
て
入
場
券
を
切
り
離
し
、

そ
れ
ぞ
れ
本
人
の
分
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

投
票
所
に
つ
い
て

投
票
は
、
入
場
券
に
印
刷
し
て
あ
る
投
票
所

で
午
前
7
時
か
ら
午
後
8
時
ま
で
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
次
の
期
日
以
降
に
市
内
で
住

所
を
変
更
し
た
場
合
は
、
前
の
住
所
に
お
け
る

投
票
所
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
埼
玉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
】
3
月
24
日
㈫

【
行
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
・
行
田
市
長
選

挙
】
4
月
8
日
㈬ 

※
転
居
し
た
と
き
は
、
入
場
券
が
届
か
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
転
居
す
る
と
き
に
は
郵
便

局
に
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

投
票
の
順
序

４
月
26
日
は
、
市
議
会
議
員
選
挙
と
市
長
選

挙
が
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。

①
市
議
会
議
員
選
挙
↓
②
市
長
選
挙　

投
票
用
紙

市
議
会
議
員
選
挙
と
市
長
選
挙
の
投
票
用
紙

は
、
無
効
投
票
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
よ
う

に
色
分
け
し
て
あ
り
ま
す
。

【
市
議
会
議
員
選
挙
】

　
水
色
の
用
紙
に
黒
色
で
印
字

【
市
長
選
挙
】

　
ク
リ
ー
ム
色
の
用
紙
に
黒
色
で
印
字

※
投
票
用
紙
を
間
違
え
る
と
投
票
は
無
効
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

4月12日（日）は埼玉県議会議員一般選挙、
4月26日（日）は行田市議会議員一般選挙・行田市長選挙の投票日です。

大切な選挙
必ず投票しましょう

今
年
は
、
統
一
地
方
選
挙
（
埼
玉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
、
行
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
お
よ
び
行
田
市
長
選
挙
）
と
埼
玉
県

知
事
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
選
挙
は
、
私
た
ち
の
生
活
と
密
接
に
関
わ
る
身
近
な
代
表
者
を
選
ぶ
重
要
な
も
の
で
す
。

貴
重
な
一
票
を
無
駄
に
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ぜ
ひ
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
方

投
票
所
「
入
場
券
」
は
郵
便
で

お
届
け
し
ま
す

間
違
え
な
い
で
く
だ
さ
い

投
票
の
順
序

投
票
日
に
次
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
方
は
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。
ご
利
用
の
際
は
、
入

場
券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
入
場
券
が
届
い
て

な
い
場
合
は
、
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

・
仕
事
や
親
族
の
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
予
定
が
あ

る
方

・
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
た
め
、
自
分
が
住
ん
で
い

る
投
票
区
の
区
域
外
に
旅
行
、
滞
在
す
る
方

・
病
気
、
出
産
、
身
体
の
障
害
な
ど
の
た
め
、

歩
行
が
困
難
な
方

・
市
外
の
住
所
に
居
住
し
て
い
る
方
（
統
一
地

方
選
挙
の
場
合
、
投
票
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
）

※
投
票
の
際
に
は
、
投
票
所
に
用
意
さ
れ
て
い

る
カ
ー
ド
（
宣
誓
書
兼
請
求
書
）
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
を
記
入
し
、
性
別
お
よ
び

期
日
前
投
票
を
行
う
理
由
の
一
つ
に
○
印
を

付
け
て
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、

事
前
に
記
入
し
た
い
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら「
宣
誓
書（
兼
請
求
書
）」を
印
刷
し
、

自
筆
で
記
入
し
た
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

投
票
期
間
お
よ
び
投
票
時
間

【
埼
玉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
】
4
月
4
日
㈯

〜
11
日
㈯

【
行
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
・
行
田
市
長
選

挙
】
4
月
20
日
㈪
〜
25
日
㈯

　
い
ず
れ
も
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時

代
理
投
票

身
体
の
障
害
な
ど
で
、
自
分
で
投
票
用
紙
に

記
入
で
き
な
い
方
の
た
め
に
代
理
投
票
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。
投
票
管
理
者
に
申
し
出
る
こ
と

に
よ
り
、
自
分
の
投
票
し
た
い
候
補
者
の
氏
名

を
投
票
所
の
係
員
が
代
理
で
記
入
し
、
投
票
し

ま
す
。
期
日
前
投
票
で
も
代
理
投
票
は
可
能
で

す
。

点
字
投
票

目
の
不
自
由
な
方
は
点
字
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、

点
字
で
投
票
を
行
う
旨
を
投

票
管
理
者
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

※場所は、市役所庁舎西側駐車場内の仮設プレハブです。

ご
利
用
く
だ
さ
い
　
期
日
前
投
票

不在者投票
一部の病院や老人福祉施設などに入院・

入所中の方、出張などで市外に滞在してい
る方のために、施設や市外の選挙管理委員
会で投票を行う不在者投票の制度がありま
す。詳しくは、施設または選挙管理委員会
へ問い合わせください。

病院に入院中の方や施設に
一時入所している方へ

有権者の皆さんに、投票のための資料に
していただくため、各候補者の氏名、経歴、
政見、顔写真などを掲載した選挙公報を発
行します。選挙公報は、投票日の前日まで
に新聞折り込みで各家庭に届けます。また、
新聞を購読していない場合は、市役所、各
公民館などに選挙公報を備えておきますの
で、ご利用ください。
※郵送による配布を希望する方は、選挙管
理委員会にご連絡ください。

選挙公報を発行します

寄附禁止のルール
政治家（候補者、候補者になろうとする

者、現に公職にある者）が選挙区内の方に
対して寄附をすることは、いかなるもので
あっても禁止されています。また、有権者
が寄附を求めることも禁止されています。

「三ない運動」を徹底しましょう
・政治家は有権者に寄附を贈らない
・有権者は政治家に寄附を求めない
・政治家から有権者への寄附は受け取らない

事前運動の禁止
公職選挙法により、選挙運動は告示日以

降（厳密には立候補の届け出後）でなければ
行うことができません。告示前に選挙運動
を行うことは事前運動として禁止されてい
ます。

ルールを守ってきれいな選挙

▶問い合わせ　選挙管理委員会（内線219）



2015.3 市報 ぎょうだ 89

「市長への手紙」45

2月5日、行田特別支援学校高等部の皆さんが教
育文化センターと郷土博物館に、手作りのベンチを
寄贈しました。
同校では、卒業後の就労に向けて社会性やマナー、
技術を習得するために週2回作業学習を実施してい
ます。今回寄贈されたベンチは、6つある作業学習
班の1つである木工班の生徒が作成したものです。
寄贈されたベンチは、それぞれの施設に設置され
ています。このベンチに座って一休みしながら、木
の温もりを感じてみてはいかがでしょうか。

▶問い合わせ　中央公民館☎556―2649

1月16日、さきたま古墳・行田古代米カレーの
会会長の田中利幸さんが行田市古代米カレー大使に
委嘱されました。
行田市古代米カレーとは、行田産の古代米が入っ
たご飯を前方後円墳の形に盛り付けたカレーのこと。
田中さんはこのカレーの仕掛け人として、これまで
市内のレストランや喫茶店などに足を運び、古代米
カレーの提供を呼び掛けるなどの活動を行ってきま
した。今では、17店舗が古代米カレーを扱うまでに。
工藤市長から委嘱状
を渡された田中さん
は「このカレーをさ
らに広め、まちの活
性化につなげていき
たい」と今後の活動
に対する意気込みを
語りました。
▶問い合わせ　商工観光課観光担当（内線374）

2月5日、行田特別支援学校高等部の皆さんが教
育文化センターと郷土博物館に、手作りのベンチを

行田特別支援学校より手作
りのベンチが寄贈されました

1月16日、さきたま古墳・行田古代米カレーの
会会長の田中利幸さんが行田市古代米カレー大使に

田中利幸さんが
行田市古代米カレー大使に

このコーナーは、手紙や電子メールなどにより、市長へご意見・ご提言などをいただいたものの中
から、その一部を紹介するものです。なお、原則として、回答を希望するものを紹介しています。
▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

∴意見∴∵∴∵∴∵∴∵∴∵∴∵∴

現役を卒業した中高年の皆さんの
スキルやノウハウなどを活用・登録
し、ボランティア活動を展開してみ
てはどうか。

∴回答∴∵∴∵∴∵∴∵∴∵∴∵∴

市では、豊かな知識や優れた技能
などを有する方に「生涯学習ボラン
ティア」として登録・協力していた
だき、市民の皆さんに知識・経験・
技能などを還元する「行田市生涯学
習ボランティア人財情報バンク」を
平成23年に創設しました。現在、
生涯学習ボランティアとして登録し
ている方は、15人・14団体ですが、
さらに多くの方に生涯学習ボラン
ティアへの登録を呼び掛けていきま
す。
　今後も、市民の皆さんの活動や活
躍の場を提供す
るとともに、生
涯学習のさらな
る充実に努めて
いきます。

∴意見∴∵∴∵∴∵∴∵∴∵∴∵∴

人口減少が問題となっているが、
人口減少は悪いことなのか。また、
人口を増やさないと市は発展できな
いのか。

∴回答∴∵∴∵∴∵∴∵∴∵∴∵∴

本市の人口は平成14年度以降減
少に転じ、ここ数年の減少数は年間
600人となっています。特に、若
い子育て世代の転出が目立ってお
り、このような状況が続くと、市民
生活の活力低下を招き地域経済に大
きな影響を及ぼすなど、まちの存続
に関わる深刻な問題となります。ま
た、生産活動や個人消費が縮小する
ことによる地域経済の衰退や地域コ
ミュニティの喪失、税収減による道
路・教育・文化施設などの社会資本
整備の縮小など多岐にわたり影響を
及ぼすことが懸念されます。
　市では、将来にわたり住民福祉を
増進し、地域の活力を維持するため、
特に若い世代の人口減少を抑制する
ことを重要政策に位置付け、定住促
進策を推進しています。

∴意見∴∵∴∵∴∵∴∵∴∵∴∵∴

総合公園テニスコートを利用して
いるが、人口芝の砂の量が少ない。
量が少ないと転倒してしまうので、
対応してもらいたい。

∴回答∴∵∴∵∴∵∴∵∴∵∴∵∴

総合公園庭球場は、平成25年4
月に砂入り人工芝コートに全面改修
しました。
　総合公園庭球場をはじめ園内の
体育施設は、（公財）行田市産業・文
化・スポーツいきいき財団が維持管
理していますので、同財団に確認し
たところ、定期的に砂を補充してい
るとのことでございました。砂入り
人工芝のコートは、ベースライン付
近の砂が減ることが多く、風の影響
によっても少なくなる場合がありま
す。しかし、砂の量が少ないままプ
レーをすると転倒する恐れがあり、
負傷にもつながります。このことか
ら、安心・安全にそして快適に利用
していただけるよう、テニスコート
の維持管理をさらに徹底します。

市税や保険料の納め忘れはありませんか

技能五輪全国大会の入賞者を紹介します

市では、平成26年11月から1月までの3カ月間を「滞納整理強化期間」とし、税金などの未納がある方に
対して、納税催告書を送付するなど納税の働き掛けを強化してきました。
納め忘れがないかもう一度確認し、納期限が過ぎている場合は、早急に納めてください。

平成26年11月28日～12月1日にかけて、第52回技能五輪全国大会および第35回全国障害者技能競技
大会が開催されました。
全国から技能者が集い、それぞれの分野の技術力を競うこの大会で、次の9人の方が優秀な成績を収め表

彰を受けました。
なお、金賞を受賞した栁井さんは、今年の8月にブラジル・サンパウロで行われる「第43回技能五輪国際

大会」への出場が決定しました。栁井さんには、世界一を目指して大会へ臨んでいただくとともに、日本の
ものづくり技術の素晴らしさを世界に発信してくれることを期待します。

▶問い合わせ　商工観光課商工振興担当(内線383)

納期限内に納付した方との公平性を保つため、延
滞金が加算され、さらには法律に基づき差し押えな
どの滞納処分を受けることになります。

やむを得ない特別な事情により納付が困難な方
は、早めに納税相談をしてください。また、市役所
の通常業務時間内に来庁できない方は、次のとおり
納税相談窓口を開設していますので、ご利用くださ
い。
休日：毎週日曜日の午前8時30分～正午（年末年始
　　　を除く）
夜間：毎週火曜日の午後5時15分～ 7時（祝日を除
　　　く）
場所：収納課

納付には、安心・確実・便利な口座振替をぜひご

利用ください。市内金融機関または市役所で申し込
みができます。申し込みの際は、通帳と通帳届け出
印をお持ちください。
現在、「彩の国口座振替お申込みキャンペーン」を
実施中です。この機会に申し込みをして、すてきな
埼玉グッズを当てましょう。詳細は市ホームページ
をご覧ください。

市税はコンビニエンスストアで納付できます。休
日・夜間、時間を問わずに納付できますので、ぜひ
ご利用ください。
なお、納期限を過ぎた納付書など、納付できない
場合がありますのでご注意ください。

市税の未納がある方に対して、行田市納税コール
センターから電話での納付の確認と納付の呼び掛け
を行っています。
▶問い合わせ　同課収納担当（内線236・237）

納期限を過ぎても納付がない場合

コンビニで納付できます

電話での納付確認を実施中

病気などで納付が困難な方

口座振替をご利用ください

第52回技能五輪大会受賞者
　 賞
金　　賞
銀　　賞
銀　　賞
銀　　賞
銅　　賞
銅　　賞
敢 闘 賞
敢 闘 賞
左官職種競技委員特別賞

職 種 名
フラワー装飾
家具
フラワー装飾
とび
家具
家具
左官
フラワー装飾

氏　　名
栁　井　怜　子
志　水　元　紀
小松原　知　華
井　上　　翠
片　山　聡　美
山　村　　薫
寺　田　尚　樹
佐　藤　　楓
中　野　綾　希

所　　　　　属
テクノ・ホルティ園芸専門学校
ものつくり大学
テクノ・ホルティ園芸専門学校
ものつくり大学
ものつくり大学
ものつくり大学
ものつくり大学
テクノ・ホルティ園芸専門学校
ものつくり大学

技能五輪全国大会で金賞を
受賞した桝井怜子さん
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市長の部屋

 行田市の都市計画
工藤市長が本市の取り組みや現状などを分かりやすく紹介するコーナー、それが

「市長の部屋」です。第6回のテーマは、「行田市の都市計画」についてです。行田ら
しいまち並みの形成とにぎわいの創出の他、ＪＲ行田駅前広場周辺の再整備など、
「行田市都市計画マスタープラン」に掲げるまちづくりについて紹介します。

　都市計画とは、土地の利用や建物の建て方に一定のルールを定め、道路、公園、下水道などの日々の暮
らしに必要なインフラを整備したり、土地区画整理事業などで新しいまちをつくったりするもので、これ
らを効果的に組み合わせ、将来的な視点を持ち、まちづくりを行うものです。
　市では、平成25年4月から20年間にわたる長期的な都市計画の基本的な方針となる「行田市都市計画
マスタープラン」を策定。将来都市像に掲げた「水と緑と歴史がおりなす　笑顔あふれるまち　ぎょうだ」
を目指して、市民・事業者・行政がそれぞれの立場から互いに連携・協働し合いながら、新たなまちづく
りに取り組んでいます。

　「都市計画マスタープラン」に掲げる取り組みは長期間にわたるものが多く、その成果や効果はすぐには
現れにくい特徴があります。また、限られた財政状況の中では、「選択と集中」による事業の実施が必要です。
このことから、市では段階的に計画を実現するため、「5年で見えるまちづくり」に向けた事業を推進して
います。
　ここで現在、重点的に進めている事業を紹介します。

　秩父鉄道行田市駅周辺エリアにおいて、行田ら
しい個性的で魅力あるまち並みの形成とにぎわい
の創出を進めています。今年度は、国の交付金を
受けるための計画策定を行っています。

まち並み景観に配慮した舗装（蓮華寺通り） 市民参画による計画検討の様子（ワークショップ）

　ＪＲ行田駅周辺を「行田の南の玄関口」としてふ
さわしい景観を形成するとともに、交流拠点とし
て整備を図ります。今年度は、事業推進に向けた
実施計画を策定しています。

「水と緑と歴史がおりなす　笑顔あふれるまち　ぎょうだ」を目指して

5年で見えるまちづくり

行田らしいまち並みづくりとにぎわい創出事業 ＪＲ行田駅前広場周辺再整備事業

▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）または都市計画課計画担当☎550―1550

行田軽トラ朝市
春の感謝祭を開催します

　2月1日、商工セン
ターで行田市商店会連
合会（小池利昌会長）
主催の「行田市商店会
ポスターフェスティバ
ル」が開催されました。
　この催しは、まちな
かの商店や行田の魅力
をポスターで表現し、
まちの魅力発信につなげることを目的に開催されたものです。同
連合会とフェスティバルを企画したＮＰＯ法人街づくり会社・
白壁（高松裕理事長）が、日本大学藝術学部に制作を依頼。依頼
を受けた学生は、実際に行田を訪れて店主の話を聞いたり、市
内の観光名所に足を運んだりするなどして、若者の感性を生か
したポスターを制作しました。当日は、76点のすてきなポスター
が展示された他、投票による上位入賞者への表彰式などが行わ
れ、来場者は若者ならではの視点で描かれた作品を見ながら、
行田の魅力を再認識していました。
▶問い合わせ　商工観光課商工振興担当（内線383）

　毎月第3日曜日に開催する行田軽トラ
朝市。3月15日㈰の朝市は通常よりも開
催時間を1時間延長し、各種サービスを
ご用意します。ぜひ会場に足を運んでく
ださい。
▶日 時　3月15日㈰午前8時～11時
▶場 所　産業文化会館南側芝生広場
▶内 容　
　・ 行田産農作物を使ったすいとんの無
料配布

　・新鮮野菜のタイムセール
　・忍城おもてなし甲冑隊の演舞
　※ イベント内容は変更となる場合があ
ります。

▶ 問い合わせ　行田軽トラ朝市実行委員会
事務局（農政課内・内線388）

▶日 時　4月4日㈯午前10時～午後3時
　※雨天または強風の場合中止
▶場 所　水城公園市民広場
▶ 内 容　行田大茶会（先着順・なくなり次第
終了）、フリーマーケット、食品販売

フリーマーケット出店者を募集します
▶募 集 数　16区画（先着順）
▶出 店 料　1区画（3メートル×3メートル）1,000円
▶ 応募方法　往復はがきの往信面に代表者住所、氏
名、職業、電話番号、出品内容を、返信宛名面に
応募者の住所、氏名を明記の上、3月16日㈪（必着）
までに申し込みください。【郵送】〒361―8601 
行田市本丸2―5 行田市観光協会
▶ そ の 他　1グループまたは個人1区画のみとし、
重複応募は無効とします。また、生物類、飲
食物の出品および営利目的の参加は不可とし
ます。

食品販売出店者を募集します
▶募 集 数　9店（先着順）
▶ 出 店 料　1店（間口4メートル×奥行き3メートル）
2,000円
▶ 応募方法　往復はがきの往信面に代表者住所、氏名、職
業、電話番号、販売品を、返信宛名面には応募者の住所、
氏名を明記の上、3月16日㈪（必着）までに申し込みくだ
さい。【郵送】〒361―8601 行田市本丸2―5 行田市観
光協会
▶ そ の 他　1店舗1区画とし、重複応募は無効とします。
また、販売物は飲食物のみとし、営業許可を受けてくだ
さい（アルコール類の販売は禁止）。器具・機材などは出
店者が用意してください。なお、出店場所については、
先着順に観光協会事務局で割り振りを行います。
▶問い合わせ　同協会（商工観光課内・内線382）

行田市商店会
ポスターフェスティバルが

開催されました

水城公園
桜ボンボリまつり
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さしあげます

ゆずってください

▷マットレス（セミダブルサイズ）　▷げた箱　▷タイヤ
チェーン（14インチ）　▷和洋たんす　▷地デジアンテナ　
▷チャイルドシート　▷茶たんす　▷桐たんす　▷机・椅
子セット（子ども用）▷こたつヒーターユニット　▷花瓶

▷アナログカメラ　▷石油ストーブ　▷パソコン　
▷着付け練習用人形

市有地を売り払います
　市では、次の４件の市有地について、随時申し込みによる売り払いを行っています。

▶申し込み資格
　・市町村税を完納している個人または法人
　・指定期日(契約締結日から１カ月以内)までに確実に土地代金の支払いができる個人または法人
▶申し込み方法
　 　財政課で配布している申込書(市ホームページからダウンロード可)に必要事項を記入し、必要書類を添
付した上で、申込者本人が同課に持参してください。なお、代理人が申し込みを行う場合は、委任状も持
参してください。詳細は、同課で配布している案内書(市ホームページからも閲覧可)をご覧ください。

▶受付日時
　土・日曜日、祝日を除く午前8時30分～午後5時15分
▶注意事項
　・現地確認をしてから申し込みください(先着順)。
　・郵送による申し込みはできません。
　・売却物件は現状のままでの引き渡しとなります。
▶問い合わせ　同課管財担当(内線327)

物件番号1　　　　　　　　　用途地域：準工業地域　　物件番号2　　　　　　　　   用途地域：準工業地域

物件番号3　　　　　　　用途地域：第1種住居地域　　物件番号4　　　　　　　　　   用途地域：商業地域

所在・地番    地目 地積（㎡） 　  売却価格
長野 4丁目 10番 5   宅地 126.59 　  3,848,000 円

所在・地番    地目 地積（㎡） 　  売却価格
長野 4丁目 19番 6   宅地 226.21 　  6,515,000 円

所在・地番    地目 地積（㎡） 　  売却価格
棚田町1丁目49番1   宅地 157.99 　  9,388,000 円

所在・地番    地目 地積（㎡） 　  売却価格
中央 8番 4   宅地 102.41 　  3,984,000 円

　

　市内で、臨時福祉給付金や子育て世帯臨時特例
給付金の手続きを知らせると偽り、市役所職員や
銀行職員をかたって、スーパーマーケットやコン
ビニエンスストアのＡＴＭに誘導させ、お金を振
り込ませる事件が発生しています。
　市役所などの公的機関が還付金や給付金の手続
きのために、ＡＴＭの操作をお願いすることは絶
対にありません。キャッシュカードと携帯電話を
持ってＡＴＭへ行くよう誘導されたら、それは詐
欺です。
　不審な電話があった場
合は、直ちに行田警察署
または市役所にご相談く
ださい。
▶ 問い合わせ　防災安全
課防犯対策担当(内線
283）または行田警察
署☎553―0110

還付金詐欺にご注意ください
　

　1月29日、市役所会議室で市・消防本部合同に
よる災害図上訓練が行われました。
　この訓練は、震度5強の地震が発生したことを
想定し、地震発生時における被災状況の確認およ
び報告、負傷者の救護、避難誘導など各機関が迅
速かつ正確な災害対策が取れるよう、指示命令系
統の再確認を行うものです。緊迫した空気の中、
お互いの情報共
有を行い、連携
の取れた訓練を
行うことで、危
機管理体制のさ
らなる強化を図
りました。

▶ 問い合わせ　防災安全課防災担当(内線281）

市・消防本部合同
図上訓練が行われました

図上訓練の様子

春の火災予防運動
平成26年度全国統一防火標語

　「もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ」

　3月1日㈰から7日㈯までの間は、春の火災予防運動期間です。この運動は、火災が発生しやすい時期を迎
えるに当たり、火災予防思想の一層の普及を図り、火災の発生および火災による財産の損失を防ぐことを目
的に実施しています。

▶問い合わせ　消防本部予防課☎550―2121

住宅防火　命を守る7つのポイント 【3つの習慣・4つの対策】
3つの習慣
・ 寝たばこは、絶対
やめる。

・ ストーブは、燃え
やすいものから離
れた位置で使用す
る。

・ ガスこんろなどの
そばを離れるとき
は、必ず火を消す。

4つの対策
・ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火
災警報器を設置する。

・ 寝具、衣類およびカーテンからの
火災を防ぐために、防炎品を使用
する。

・ 火災を小さいうちに消すために、
住宅用消火器などを設置する。

・ お年寄りや体の不自由な方を守る
ために、隣近所の協力体制をつくる。

防災品
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円
滑
な
運
営
を
図
る
た

め
、
環
境
保
全
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
調
査
審

議
す
る
行
田
市
環
境
審
議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
新
た
な
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

▼ 

応
募
資
格
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
満
20

歳
以
上
で
、
平
日
昼
間
に
行
う
審
議
会
（
年
2

回
程
度
）
に
出
席
で
き
る
方
。
た
だ
し
、
次
の

方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

　
⑴ 

応
募
日
現
在
、
既
に
本
市
の
委
員
会
な
ど
の

委
員
の
職
に
あ
る
方

　
⑵
市
職
員
お
よ
び
市
議
会
議
員

▼
募
集
人
数
　
2
人

▼
任
期
　
委
嘱
し
た
日
か
ら
2
年
間

▼ 

応
募
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

電
話
番
号
、
職
業
を
明
記
の
上
、
応
募
理
由
お

よ
び
環
境
に
関
す
る
考
え
（
８
０
０
字
程
度
）

を
記
入
し
た
書
類
（
様
式
自
由
）
を
3
月
31
日

㈫
（
必
着
）
ま
で
に
持
参
ま
た
は
郵
送
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。【
持
参
・
郵
送
】
〒
３
６
１

―
０
０
３
１ 

行
田
市
緑
町
13
―
12 

行
田
市
環

境
課

▼ 

選
考
方
法
　
書
類
審
査
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

な
お
、
結
果
は
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
同
課
環
境
政
策
担
当
☎
５
５
６

―
９
５
３
０

1415

行
田
市
環
境
審
議
会
委
員
を

募
集
し
ま
す

水道課からのお知らせ
　4月1日㈬から、給水装置の修繕区分を見直します。これにより、漏水による修繕費用の負
担区分が変更になります。

　　　　　・ 市の負担区分の漏水は、水道課へご連絡ください。
　　　　　・ 市の負担区分であっても、修繕のため支障となる植栽などの移設やコンクリートなどの復旧に

要する費用は、お客さまの負担となります。
　　　　　・ お客さまの負担区分内の漏水は、今までどおり行田市指定給水装置工事業者に依頼してくだ

さい。

▶問い合わせ　同課業務担当☎553―0131

注意！

給水装置の修繕区分

・今までの修繕区分(費用負担区分)は｢点線｣で表示　
・変更後の修繕区分(費用負担区分)は｢実線｣で表示　

お客さまの負担 お客さまの負担市の負担
（道路敷地内）

官
　民
　境
　界

官
　民
　境
　界

市の負担お客さまの負担 お客さまの負担
道路上および官民境界より民地内 1.5 メートル
以内に設置されている水道メーターまで

斎場の使用料が変わります
　4月から新式場の使用が開始となることから、式場などの使用料が次のとおり変わります。

▶問い合わせ　市民課市民担当(内線242)

種　　別 単　位
使　用　料

使用時間
市　民 市民以外

火葬室

12歳以上の遺体 １体 7,000円 50,000円 ―
12歳未満の遺体 １体 3,500円 35,000円 ―
死産児 １体 2,000円 10,000円 ―
手術肢体及び胞衣汚物 １個 1,000円 2,000円 ―
改葬 １体 2,000円 20,000円 ―

待合室
第１和室(18畳) １回 無料 無料 ２時間
第２和室(24畳) １回 無料 無料 ２時間
第３和室(48畳) １回 無料 無料 ２時間

式　場
通夜・告別式 １回 35,000円 80,000円 各３時間
告別式 １回 15,000円 30,000円 ３時間

法要
ホール

通夜 １回 10,000円 24,000円 ３時間
告別式 １回 6,000円 12,000円 ３時間

霊安室
遺体保冷庫 １回 4,000円 ― 24時間
超過利用 １回 1,000円 ― ６時間

　４月５日㈰は、第31回行田市鉄剣マラソン大会
が開催され、市内において交通規制が実施されます。
これに伴い、市内循環バス｢観光拠点循環コース｣
の第１便から第３便および｢東循環コース｣の第１便
から第４便を運休します。また、｢南大通り線コース｣
は停留所の一部が休止となる他、交通規制により運
行の遅延が予想されます。ご迷惑をお掛けしますが、
ご理解ご協力をお願いします。

鉄剣マラソン大会開催に伴い
市内循環バスを一部運休します

▶問い合わせ　地域づくり支援課くらし安心担当(内線252)

一部運休となるコース
【観光拠点循環コース】
 出発場所：ＪＲ行田駅

便名 出発時刻
第1便 午前  7時50分
第2便 午前  9時  5分
第3便 午前10時40分

　
【東循環コース】
 出発場所：行田市バスターミナル

便名 出発時刻
第1便 午前  7時
第2便 午前  8時15分
第3便 午前  9時55分
第4便 午前11時10分

停留所が一部休止となるコース
【南大通り線コース】
 出発場所：工業団地

便名 休止停留所 出発時刻

上り(JR行田
駅行き)

警察署前 午前9時36分

※下り(工業団地行き)については、
　全便通常運行となります。
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市
で
は
、
学
資
金
の
一
部
を
奨
学
資
金
と
し
て

支
給
し
ま
す
。

▼ 

受
給
資
格
　
次
に
掲
げ
る
要
件
に
全
て
該
当
す

る
方

　
・ 

市
内
に
6
カ
月
以
上
居
住
し
、
高
校
ま
た
は

高
等
専
門
学
校
に
在
学
し
て
い
る
方

　
・
正
規
の
修
学
年
限
の
勉
学
に
耐
え
ら
れ
る
方

　
・ 

修
学
の
意
欲
が
あ
る
の
に
経
済
的
な
理
由
で

修
学
が
困
難
な
方

　
・
同
種
の
奨
学
資
金
を
受
け
て
い
な
い
方

▼
給
与
金
額
　
月
額
1
万
円

▼
願
書
に
添
付
す
る
書
類
　

　
・
奨
学
生
願
書

　
・
奨
学
生
調
書
（
前
学
年
の
も
の
）

　
・ 

在
学
証
明
書
（
平
成
27
年
4
月
1
日
以
降
の

も
の
）

　
・ 

収
入
の
あ
る
同
居
の
家
族
全
員
分
の
平
成
26 

年
分
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
確
定
申
告
書

　
・
市
県
民
税
申
告
書
の
控
え
（
コ
ピ
ー
可
）

　
・
住
民
票
謄
本

　
・
同
意
書

▼
申
込
期
間
　
4
月
1
日
㈬
〜
24
日
㈮

▼ 

そ
の
他
　
受
給
者
は
、
奨
学
生
選
考
委
員
会
で

選
考
し
ま
す
。

▼ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
教
育
総
務
課
庶　

務
担
当
☎
５
５
６
―
８
３
１
１

ご
活
用
く
だ
さ
い
　

　
　
奨
　
学
　
資
　
金

　
市
で
は
、
新
た
に
生
活
協
同
組
合
パ
ル
シ
ス
テ

ム
埼
玉
と
「
行
田
市
地
域
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
市

と
協
定
を
締
結
し
た
事
業
所
は
14
事
業
者
と
な
り

ま
し
た
。

　
「
地
域
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
は
、
協
定
を

結
ん
だ
事
業
所
が
「
郵
便
受
け
に
新
聞
が
た
ま
っ

て
い
る
」「
洗
濯
物
が
何
日
も
干
し
っ
ぱ
な
し
に

な
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
異
変
に
気
付
い
た
と
き
、

速
や
か
に
市
へ
連
絡
し
、
連
絡
を
受
け
た
市
は
安

否
確
認
や
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。
市
は

民
間
事
業
者
と
協
力
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心

安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
見
守
り
を
強
化
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
市
で
は
、
こ
の
取
り
組
み
に
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
団
体
・
事
業
者
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
推

進
担
当
（
内
線
２
８
５
）

　
本
市
の
国
民
健
康
保
険
と
職
場
の
健
康
保
険
の

切
り
替
え
は
、
自
動
的
に
行
わ
れ
ま
せ
ん
。
職
場

の
健
康
保
険
（
本
人
・
扶
養
）
に
就
職
な
ど
で
加

入
し
た
方
、
ま
た
は
退
職
な
ど
で
脱
退
し
た
方
は
、

必
ず
14
日
以
内
に
保
険
年
金
課
へ
届
け
出
を
し
て

生
活
協
同
組
合
パ
ル
シ
ス
テ
ム
埼
玉
と

新
た
に「
行
田
市
地
域
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た

く
だ
さ
い
（
届
け
出
は
、
本
人
と
同
じ
世
帯
の
方

が
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
）。

　
な
お
、
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
は
届
け
出
を

し
た
日
で
は
な
く
、
職
場
の
健
康
保
険
を
ぬ
け
た

日
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
届
け
出
が
遅
れ
る
と

国
民
健
康
保
険
税
も
加
入
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

課
税
と
な
り
、

1
回
の
支
払

い
額
が
高
額

に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
日
以
降

に
、
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
を
使
っ
て

医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
、
国
民
健
康
保

険
が
負
担
し
た
医
療
費
を
返
還
し
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
同
課
国
保
担
当（
内
線
２
７
１
）

　
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
利
用
し
た
空
中
散
布
事

業
に
際
し
て
は
、
周
囲
の
安
全
を
十
分
配
慮
し
、

危
被
害
防
止
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
空
中
散
布

を
実
施
す
る
方
は
、
市
お
よ
び
一
般
社
団
法
人
埼

玉
県
植
物
防
疫
協
会
へ
事
業
計
画
書
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼ 

提
出
書
類
の
配
布
場
所
　
農
政
課
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

▼ 

記
載
内
容
　
平
成
27
年
度
中
に
予
定
し
て
い
る

全
て
の
防
除
内
容
（
実
施
日
、
実
施
区
域
、
対

象
病
害
虫
、
対
象
作
物
、
使
用
薬
剤
な
ど
）

▼
提
出
期
限
　
3
月
20
日
㈮

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
一
般
社
団
法
人
埼
玉
県
植
物
防

疫
協
会
☎
０
４
８
―
６
４
５
―
２
２
２
６
、
埼

玉
県
農
産
物
安
全
課
農

薬
・
植
物
防
疫
担
当
☎

０
４
８
―
８
３
０
―

４
０
５
３
ま
た
は
行
田

市
農
政
課
農
政
担
当

（
内
線
３
８
６
）

　
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に
伴
い
、
全
て
の
避

難
所
お
よ
び
避
難
場
所
に
つ
い
て
、
検
討
・
見
直

し
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
既
存
の
避
難
所
54
施
設
中
、
52
施
設
と
既
存
の

避
難
場
所
20
カ
所
全
て
を
「
指
定
緊
急
避
難
場

所
」
と
し
、
そ
の
中
で
避
難
に
適
し
た
建
物
を
有

す
る
施
設
を「
指
定
避
難
所
」と
し
て
改
め
て
指
定

し
ま
す
。
な
お
、
避
難
所
で
あ
っ
た
大
堰
永
寿
荘

と
南
河
原
荘
は
、
関
係
法
令
の
基
準
に
適
合
し
な

い
こ
と
か
ら
、
指
定
は
行
わ
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
防
災
安
全
課
防
災
担
当
（
内
線

２
８
１
）

国
民
健
康
保
険
の

　
　
　
届
け
出
は
お
早
め
に

平
成
27
年
度
に
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
空
中
散
布
を
実
施
す
る
方
は
、
事

業
計
画
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

指
定
避
難
所
・
指
定
避
難
場
所
を

見
直
し
ま
し
た

　市では、平成24年3月に策定した「行田市障がい者
計画」について、今後の障害福祉サービスの利用見込
みを見直すため、市民の皆さんから委員会の委員を募
集します。

▶ 応募資格　市内在住の満20歳以上で、平日昼間開
催する会議に出席できる方。ただし、次の方は応募
できません。
　⑴ 既に本市の福祉関係の審議会などの委員として参

加したことがある方
　⑵ 広募日現在、既に本市の委員会などの委員の職に

ある方
　⑶市職員および市議会議員
▶募集人数　2人
▶任 期　12月31日㈭まで
▶ 応募方法　住所、氏名、年齢、性別、職業、電話番
号、応募理由(200字以内)を記入した書類(様式自
由)を3月25日㈬(必着)までに、持参、郵送、Ｆ
ＡＸ、Ｅメールのいずれかの方法で提出してくださ
い。【持参・郵送】〒361―8601 行田市本丸2―
5 行田市福祉課【ＦＡＸ】554―6701【Ｅメール】
fukusi@city.gyoda.lg.jp
▶ 選考方法　書類選考の上決定し、結果は応募者全員
に通知します。
▶問い合わせ　同課障害福祉担当(内線265・266)

　身体障害者手帳の交付対象とならない軽度・中等度
の難聴児の方に対して、言語の習得、教育などにおけ
る健全な発達を支援することを目的に、補聴器購入費
用の一部を補助します。

▶ 対 象　次に掲げる要件の全てに該当する18歳
未満の方
　・本市に住所を有する方
　・ 身体障害者手帳の対象とならない方（両耳の聴力

レベルが70デシベル未満の方）
　・ 補聴器の装用により、言語の習得などに一定の効

果が期待できると医師が判断する方（医師の交付
意見書が必要）

　・ 対象児童が属する世帯に、市民税所得割額が46
万円以上の世帯員がいないこと

　・ 対象児童が他の法令の規定に基づく補聴器購入に
対する補助を受けられないこと

▶補助金額　基準額の3分の2
　※基準額は補聴器の種類により異なります。

▶問い合わせ　福祉課障害福祉担当(内線265・266)

行田市障がい者計画策定委員会
委員を募集します

軽度・中等度難聴児の補聴器
購入費の一部を補助します

投
資
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
も
う
け
話
に
気
を
付
け
て

【
事
例
】

　
大
学
の
友
人
か
ら
、「
い
い
話
が
あ
る
の
で
、

今
度
会
お
う
よ
」
と
電
話
が
あ
っ
た
の
で
、
会

う
約
束
を
し
た
。

　
待
ち
合
わ
せ
の
喫
茶
店
で
友
人
は
投
資
の
話

を
始
め
、
少
し
た
つ
と
業
者
が
現
れ
て
話
に
加

わ
っ
た
。
業
者
は
「
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
あ
る
投
資

パ
タ
ー
ン
の
と
お
り
投
資
す
れ
ば
、
損
が
抑
え

ら
れ
る
の
で
利
益
が
出
る
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
代
金
は

60
万
円
だ
」
と
言
い
、
購
入
を
勧
め
て
き
た
。　
　

　
「
お
金
が
な
い
」
と
答
え
る
と
業
者
は
帰
っ

た
が
、
友
人
に
「
投
資
で
も
う
け
た
先
輩
が
近

く
に
い
る
か
ら
会
い
に
行
こ
う
」
と
誘
わ
れ
、

別
の
店
に
向
か
っ
た
。
別
の
店
で
友
人
の
先
輩

が
現
れ
、「
こ
の
時
計
は
投
資
で
も
う
け
た
金

で
買
っ
た
も
の
。
も
う
か
る
よ
」
と
誘
わ
れ
た

が
、
金
が
な
い
と
答
え
る
と
、
友
人
が
「
自
分

は
学
生
ロ
ー
ン
を
借
り
て
投
資
を
始
め
た
。
利

益
で
ロ
ー
ン
を
返
せ
る
の
で
、
ア
ル
バ
イ
ト
収

入
を
多
め
に
申
告
し
、『
資
格
取
得
学
校
に
通

う
た
め
』
と
説
明
す
れ
ば
、
ロ
ー
ン
は
借
り
ら

れ
る
」
と
言
わ
れ
た
た
め
、
ロ
ー
ン
を
借
り
て

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
購
入
し
た
。

　
し
か
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
と
お
り
投
資
し
て
も
利

益
が
出
ず
、
返
済
も
苦
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
業
者
か
ら
は
「
誰
か
紹
介
す
れ
ば
1
人

に
つ
き
10
万
円
も
う
か
る
」
と
言
わ
れ
、
と
て

も
困
っ
て
い
る
。　
　

　

友
人
や
先
輩
か
ら
「
必
ず
も
う
か
る
」
と

言
っ
て
投
資
を
勧
め
ら
れ
、
高
額
な
投
資
用
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
購
入
さ
せ
ら
れ
た
ケ
ー
ス
や
、「
ロ
ー

ン
を
借
り
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
購
入
し
た
が
、
返
済
が

苦
し
い
の
で
解
約
し
た
い
」
と
い
っ
た
相
談
が

増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
契
約
後
に
、「
他
人

を
紹
介
し
た
ら
利
益
が
得
ら
れ
る
」
と
の
説
明

を
受
け
、
借
金
を
返
す
た
め
に
友
人
な
ど
を
勧

誘
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
、
被
害
が
拡

大
し
て
い
ま
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

・ 

友
人
や
先
輩
か
ら
「
い
い
話
が
あ
る
」「
も

う
か
る
」
と
勧
誘
さ
れ
て
も
、
内
容
が
分
か

ら
な
い
と
き
は
、
契
約
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・ 

投
資
は
「
リ
ス
ク
」
が
付
き
も
の
で
、
必
ず

も
う
か
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・ 

ロ
ー
ン
を
借
り
て
契
約
し
て
も
、
返
済
で
き

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
借
り
る
前
に

よ
く
考
え
ま
し
ょ
う
。

・ 

困
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
最
寄
り
の
消
費
生

活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
行
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
内
・
内
線
４
９
５
）
ま
た
は
埼

玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部
☎

０
４
８
―
７
３
４
―
０
９
９
９
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保　健　案　内保　健　案　内 保健センター
和田1165
（総合公園管理事務所）
TEL：５５３－００５３
ＦＡＸ：５５５－２５５１
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・診療科目……内科、小児科、外科
・診療時間……午前10時～午後５時
　※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に問
い合わせください。

・清幸会行田中央総合病院　☎553―2000
・壮幸会行田総合病院　☎552―1111
◇ 夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
・行田市消防署　☎550―2123
・ 埼玉県救急医療情報センター　☎048―824―4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・ 県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談窓口
につながります(携帯電話可)。

・相談時間【月～土曜日】午後７時～翌日午前７時
　　　　　  【日曜日、祝日】午前９時～翌日午前７時
◇埼玉県大人の救急電話相談「♯7000」
・ 県内どこからでも「♯7000」をプッシュし、音声ガイダ
ンスにしたがってボタン１を押すと相談窓口につながり
ます(携帯電話可)。

・相談時間【毎日】午後6時30分～ 10時30分

子どもの健康

休日急患診療
期　日 医療機関名 期　日 医療機関名

3月15日（日) 壮幸会行田総合病院 3月29日（日) 壮幸会行田総合病院

3月21日（土) 清幸会行田中央総合病院 4月 5日（日) 壮幸会行田総合病院

3月22日（日) 清幸会行田中央総合病院 4月12日（日) 清幸会行田中央総合病院

おとなの健康
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　妊婦や乳幼児を育てている方を支援する、保健師・
助産師・看護師・社会福祉士を募集しています。

業務内容　乳幼児健診、保健指導、ケースワークなど
　　　　　※ 勤務時間や賃金などは業務内容によって

異なります。
そ の 他　 看護師を希望する方は、産科や小児科での

経験があること
申し込み　 電話連絡の上、履歴書(写真貼付)と保健師・

助産師・看護師・社会福祉士の免許証の写
しを保健センターへ持参してください。

　　　　　※ 登録した方の中から必要に応じて面接を
行い、従事する業務を決定します。

問い合わせ　保健センター

保健師・助産師・看護師
社会福祉士の登録をしませんか

乳幼児健診
健 診 名　 ４カ月児健診、１歳６カ月児健診、２歳児

歯科健診、３歳児健診
場 所　・3月の健診は行田グリーンアリーナ2階
　　　　　・4月の健診は保健センター
そ の 他　 転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターにご連絡ください。

離乳食教室(初期)(要申し込み)
日 時　 4月14日㈫午前10時30分～11時30

分（午前10時15分から受け付け)
場 所　 保健センター
対 象　 平成26年10月15日～ 11月14日生まれ

のお子さんがいる方

離乳食教室(中後期)(要申し込み)
日 時　 3月17日㈫午前10時30分～11時30分

（午前10時15分から受け付け)
場 所　 総合公園管理事務所
対 象　 ７カ月～ 11カ月のお子さんがいる方

こころの相談 (要申し込み)
日 時　3月27日㈮　
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場 所　総合公園管理事務所
対 象　 いつも不安、夜眠れない、生活のリズムが

乱れている、自分の性格や人間関係に悩ん
でいる、飲酒量が多くやめられないなど、
こころに悩みのある方

そ の 他　随時、電話での相談も受け付けます。

保健センター一時移転終了のお知らせ
　保健センターは、耐震改修工事に伴い総合公園管理事務
所で一時的に業務を行ってきました。このたび、3月27
日㈮をもって工事が終了することにより、3月30日㈪か
ら保健センター (長野２―３―17)で業務を実施します。

国道125号

産
業
道
路

ヤマダ電機 とんでん

ゲオ

ガスト

保健センター

忍川

犬の登録・集合狂犬病予防注射のお知らせ
　生後91日以上経過した犬は登録をし、狂犬病予防注射を毎年受けさせることが法律で義務付けられています。
登録をしていない方は、登録と狂犬病予防注射を済ませましょう(故意に登録や注射をしない場合は、罰則が定
められています)。
　なお、登録済みの場合は予防注射の案内はがきを事前に郵送します。はがきを持参の上、会場へお越しください。

【午前９時30分～ 11時の部】　　　　　　　　　　　【午後１時30分～３時の部】
期　　日 場　　所

4月 7日(火) 荒木公民館

4月 8日(水) 須加公民館

4月 9日(木) 下忍公民館

4月1０日(金) 南河原支所

4月14日(火) 忍・行田公民館

4月15日(水) 持田公民館

4月16日(木) 星宮公民館

4月17日(金) 埼玉公民館

4月22日(水) 北河原公民館

4月25日(土) 保健センター

4月30日(木) 星河公民館

費 用　【注 射 の み】3,300円(ワクチン代2,750円＋済票代550円）
　　　　　【登録と注射】6,300円(ワクチン代2,750円＋済票代550円＋登録料3,000円）
　　　　　【登 録 の み】3,000円
　　　　　※つり銭のないようご協力ください。
そ の 他　・会場には飼い犬に慣れた人が連れてきてください。
　　　　　・ 飼い犬が死亡している場合は、死亡届を保健センターまたは各公民館へ提出してください。なお、

注射会場でも受け付けます。
　　　　　・会場で起こった盗難や咬

こうしょう
傷などの事故などについて、市は一切責任を負いません。

期　　日 場　　所

4月 6日(月) 保健センター

4月21日(火) 太井公民館

4月24日(金) 太田公民館

4月28日(火) 地域文化センター

介護者教室
　在宅で介護をしている家族(介護者)の精神的・肉体的・経済的負担は非常に大きなものです。市では、その
負担を少しでも軽減できるよう、介護のポイントを学んだり、実際に体を動かしたりする教室を行います。介
護者教室に参加してリフレッシュしませんか。

▶対 象　現在介護している方、または介護について関心のある方
▶参 加 費　無料
▶持 ち 物　 筆記用具※コグニサイズの教室は、動きやすい服装、エクササイズで使用するタオル、汗拭き用

タオル、飲み物
▶問い合わせ　高齢者福祉課地域支援担当(内線278)

日　　時 タイトル・内容 定　員 場　　所 申し込み・問い合わせ

3月17日㈫
午前10時～正午

【～楽ちん介護　Part３～認知症介護編】
認知症介護のポイントを学びます。また、認知
症の疑似体験や職員による寸劇を行います。

20人
忍・行田公民館
会議室

3月12日㈭までに電話で
地域包括支援センター
ふぁみぃゆ☎558―0088

3月17日㈫
午後2時～3時30分

【体を動かしながら鍛えましょう！レッツ・ト
ライ・コグニサイズ】認知症予防のエクササイ
ズである｢コグニサイズ｣を行います。

30人
｢行田グリーン
アリーナ｣柔道場

3月13日㈮までに電話で
地域包括支援センター
まきば園☎550―1777
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市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　3月2日㈪・3日㈫・9日㈪・16日㈪・23日㈪ 　
　　　　　30日㈪・31日㈫、4月6日㈪・13日㈪
　　　　　※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

今月の納税
国民健康保険税・・・・・・・9期
介護保険料・・・・・・・・・9期
後期高齢者医療保険料・・・・9期

納期限　3月31日㈫
市税の納付には、｢安心！確実！便
利！｣な口座振替をご利用ください。

　行田市消防署南分署庁舎は、耐震補強工
事のため消防業務を一時停止していました
が、工事などの全ての作業が完了し、3月1
日㈰から消防業務を再開します。工事期間
中は、大変ご迷惑をお掛けしました。

▶ 問い合わせ　消防本部総務課☎550―
2119

行田市消防署南分署の
消防業務を再開します

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
2月18日㈬ 午前9時 0.06マイクロシーベルト(雨)　午後3時 0.06マイクロシーベルト(雨)

放射線量の測定値

予備自衛官補(一般・技能)
▶受付期間　3月24日㈫まで(必着)
▶受験資格　【一般】18歳以上34歳未満の方
　　　　　　 【技能】18歳以上で国家免許資格などを有する方(資格

により53歳未満～ 55歳未満の方)
▶試験期日　4月10日㈮～ 14日㈫の指定する1日　

幹部候補生(一般・歯科・薬剤）、医科・歯科幹部
▶受付期間　 【幹部候補生(一般・歯科・薬剤）】3月1日㈰～ 5月1

日㈮(必着)
　　　　　　【医科・歯科幹部】4月24日㈮まで(必着)　
▶受験資格　 【幹部候補生（一般）】22歳以上26歳未満の方（修士課

程修了(見込みを含む)の場合は28歳未満の方）
　　　　　　 【幹部候補生(歯科・薬剤)】専門の大学を卒業(見込み

を含む)した方で20歳以上30歳未満の方（薬剤の場合
は28歳未満の方）

　　　　　　【医科・歯科幹部】医師または歯科医師免許を取得した方
▶試験期日　 【幹部候補生（一般）】5月16日㈯※筆記試験(飛行要

員希望者のみ、5月17日㈰に筆記式操縦適性検査も実施)
　　　　　　【幹部候補生(歯科・薬剤)】5月16日㈯
　　　　　　【医科・歯科幹部】5月15日㈮

▶資料請求・問い合わせ　
　防衛省自衛隊埼玉地方協力本部熊谷地域事務所(〒360―0037 熊谷
市筑波3―90―1 国際ビル2階)☎522―4855

自衛官採用試験

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） 産業文化会館
2階会議室

3月24日㈫、4月9日㈭
※ 予約はその月の１日から(土・日曜日、
祝日の場合は翌日）

午前9時20分～正午

地域づくり支援課
（内線252）行政 産業文化会館

2階会議室 3月16日㈪、4月6日㈪ 午後1時30分～ 3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時

30分
  相続、遺言、離婚、
  日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 4月8日㈬※予約制 午後1時～ 5時

（受け付けは午後4時まで）
埼玉県行政書士会埼北
支部☎554―2702

不動産 市役所 3月18日㈬ 午前9時～正午 ㈳埼玉県宅地建物取引
業協会☎562―5900

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 各土曜日は市内在住の方を対象に電話
相談も受け付けます

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

認知症
（予約制）

産業文化会館
2階会議室

3月25日㈬　
※ 40歳以上で認知症に対して不安を持っ
ている方、またはその家族が対象

午後1時30分～ 3時30分
（１人40分程度）

高齢者福祉課
（内線278）

内職 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時～午後5時 商工観光課
（内線383）

人権 忍・行田公民館 4月8日㈬ 午後1時30分～ 3時30分 人権推進課
（内線221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日(祝日を除く)の午前
10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

水道料金の
休日納付 水道庁舎（前谷） 4月5日㈰　 午前8時30分～正午

水道課
☎553―0131水道料金の

夜間納付 水道庁舎（前谷） 3月17日㈫・24日㈫・31日㈫、
4月7日㈫・14日㈫　 午後5時15分～ 7時

談相種各 （3月15日～4月14日）

▶日 時　3月11日 ・18日の水曜日午前10時30分～11時
▶内 容　絵本、パネルシアターなど
▶対 象　２、３歳児と保護者
※とことこタイムの中で実施します。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日 時　3月28日㈯ 午前11時
▶内 容　絵本や手遊びなど
▶対 象　幼児
▶主 催　おはなしタンバリン
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

お は な し 会

▶日 時　4月12日㈰ 午前11時
▶場 所　おはなしのへや
▶対 象　英語に興味がある方
▶協 力　ハートイングリッシュスクール

英 語 児 童 書 読 み 聞 か せ 会

　４カ月児健診に合わせて絵本を配布しています。
▶日 時　3月19日㈭ 午後１時から受け付け
▶場 所　行田グリーンアリーナ
▶持 ち 物　母子健康手帳

ブ ッ ク ス タ ー ト

移 動 図 書 館 巡 回 日 程

・九年前の祈り(小野正嗣／著)
・発達障害の子に｢ちゃんと伝わる｣言葉がけ(佐々木正美/著)
・エボラの正体(デビッド・クアメン／著、山本光伸/訳)
・あかくんでんしゃとはしる(あんどうとしひこ／作)
・ねことこねこね(林木林／文、山村浩二／絵・構成)
・妖怪きょうだい学校へ行く(富安陽子／作、山村浩二／絵)

新 着 図 書

※変更となる場合もあります

南河原小 3月17日（火）

北小 3月18日（水）

　毎月第2・第3水曜日の午前10時から正午までは｢とこ
とこタイム｣として、図書館職員がおはなしのへやに常駐
します。育児関連の図書を提供したり読み聞かせ方法につ
いてアドバイスしたりします。お気軽にご利用ください。
　各回とも午前10時30分から30分程度｢小さな子のため
のおはなしの会｣を開催します。ぜひご利用ください。

とことこタイムを利用しませんか

▶日 時　3月21日㈯ 午後2時
▶場 所　映像ホール
▶題 名　ウッディー・ウッドベッカー 他
▶定 員　80人(先着順)
▶入 場 料　無料

定 例 子 ど も 映 画 会

▶日 時　3月15日㈰ 午後2時
▶場 所　図書館ミーティングルーム
▶内 容　詩やエッセイなどの朗読
▶主 催　おしゃべりインコの会

読 み 語 り の 会

▶日 時　3月7日㈯午前10時30分～ 11時
▶場 所　図書館おはなしのへや
▶ 内 容　路上での読み聞かせや渡米講演を経て、｢聞
かせ屋｣として活動する｢聞かせ屋。けいたろう｣さん
が、読み聞かせによるエンターテインメントを繰り広
げます。
▶対 象　0歳から小学生
▶参 加 費　無料
▶協 力　(公財)忍郷友会
▶申し込み　不要
▶ そ の 他　「聞かせ屋。けいたろう」さんを講師に迎え、
同日の午後1時30分～
3時30分にＶＩＶＡぎょ
うだで(公財)忍郷友会
主催による読み聞かせボ
ランティアスキルアップ
講座が開催されます。

特別企画「聞かせ屋。けいたろう」おはなし会 ▶日 時　4月4日㈯ 午後２時
▶内 容　絵本や紙芝居など
▶対 象　幼児・小学生
▶主 催　おはなしの会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日 時　4月11日㈯ 午後2時
▶内 容　絵本や紙芝居など
▶対 象　幼児・小学生
▶主 催　おはなしポケット　

※場所は、いずれも図書館おはなしのへや
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　1月31日、「みらい」文化ホールで行田市人権教育合同学習講
演会が行われました。
　この講演会は、人権を尊重する精神などを養うことを目的に
毎年開催しているもの。今年は、「出会いこそ生きる力」をテーマ
にイラン出身の女優サヘル・ローズさんを講師に迎えました。サ
ヘルさんは、来日後にいじめを受けた経験などを赤裸々に告白。
さらに「現在の自分がいるのは大切な人との出会いがあったか
ら。出会いを大切に、今を生きてほしい」と強く訴え掛けていま
した。来場者はサヘルさんの話を聞いたことにより、人と人との
つながりの大切さを改めて認識することができたようです。

　2月4日、商工センターホールで健康講座「良い睡眠で、
からだもこころも健康に」が行われました。
　本市と健康づくり協定を締結しているファイザー株式会
社の所属医師および保健師を講師に迎え、睡眠不足が体や
心にさまざまな影響を及ぼし、生活習慣病につながることを
説明。また、多量の塩分摂取も生活習慣病につながること
から、塩分濃度が異なる3種類のみそ汁を飲み比べ、一番
おいしいと感じたみそ汁の塩分濃度をチェックする講座も行
われました。参加者は、「質の高い睡眠」と「減塩生活」を心
掛けることで生活習慣病を予防し、健康で生き生きとした
生活を過ごせることを学びました。

　1月18日、商工センターホールで創作劇「古代蓮物語」が上
演されました。
　大和朝廷親衛隊の首

お

長
さ

「オワケの臣」や鉄剣など、本市にま
つわる人物や歴史遺産が登場するこの物語。脚本と演出は
草彅馨さんが手掛け、華麗な舞と美しい音楽、そして幻想的
な光の中で行われる語りを融合させながら、主人公である紅

あか

津
つ

子
こ

の恋心を表現しました。観客はすっかり物語の世界に
引き込まれてしまった様子。独創的な世界を創り出した出
演者らに、会場からは惜しみない拍手が送られていました。

　2月3日、行田八幡神社で節分祭が行われ、子ども
からお年寄りまでたくさんの人が訪れました。
　今年は、特別ゲストとして追手風部屋の大翔若、
大翔岩、大翔海、安彦の四力士が参加。大きな体の
力士たちが登場すると歓声が沸き起こりました。「鬼
は外、福は内」と、力士をはじめはかま姿の年男・年
女が福豆をまくと、来場者は思いっきり両手を伸ばし
て受け取っていました。

出会いを大切に

睡眠と減塩で生活習慣病を予防

舞と音楽、語りで幻想的な世界を演出

厄を払って、福を呼び込む
　1月23日、「みらい」文化ホールで介護予防講演会が行われました。
　「認知症にならないためには・認知症になったときには」と題した
この講演会は2部構成となっており、認知症予防の秘訣や成年後見
制度の基礎知識などについての解説がありました。第1部で講師を
務めた医師の松本光正さんは「日々の生活に感謝し、意識して笑う
などプラス思考でいることが大切」と強調。その他にも「頭を使う」
「好奇心を持つ」といった認知症対策を、ユーモアを交えながら紹介
しました。今や身近な症状となった認知症がテーマとあって、観客
は熱心に講師の話に耳を傾けていました。

認知症について理解を深める

　2月7日、中央公民館で第5回行田市少年少女囲碁
大会が開催されました。
　この大会は、日本の伝統文化である囲碁を通して、
子供たちの思考力や集中力を高めるために行われて
います。48人の小・中学生が参加し、緊張することな
く平常心で棋力別戦や13路盤戦に臨んでいました。
また、対局だけでなくプロの棋士と指導碁を打つ時間
も設けられるなど、子供たちは貴重な時間を過ごして
いました。

平常心で臨む

GYODA CITY PHOTO STUDIOGYODA CITY PHOTO STUDIO

写真館

　1月24日、新宿文化センターで「第参回全国武将隊天下一
決定戦―宴―決勝大会」が行われました。
　日本一の武将隊を決める大会に、予選大会を見事突破した
「忍城おもてなし甲冑隊」が出場。勇壮でユーモアあふれる
演舞を、決勝大会の晴れの舞台で堂々と披露しました。
　結果は惜しくも「参加賞」。天下一の称号を得ることはでき
ませんでしたが、決勝まで進出し、行田の魅力を全国に広く発
信できたことは大きな成果といえます。これからも甲冑隊は、
全力で行田をＰＲするとともに、最高の「おもてなし」で行田を訪
れる観光客を出迎えることでしょう。

決勝大会で堂々と演舞を披露
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は
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を
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す
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き
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な
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熱
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。
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俳 

句

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

会社プロフィール

代表取締役会長　神田 　正
代表取締役社長　高橋 　均
【事業内容】 飲食店経営
【住所】 野3341―26

株式会社ハイデイ日高 行田工場
低価格・高品質のメニューでお客さまを笑顔に

めましてはじ ○ 3月2日㈪～31日㈫に電話またはEメールで広
報広聴課広報広聴担当（内線318）

　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○ 応募者多数の場合は、4月6日㈪午前11時から
市役所203会議室で公開抽選を行います。
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顔
！
」

村
田
　
瑛え
い
と斗 

ち
ゃ
ん （
城
西
）

平
成
26
年
3
月
20
日
生
ま
れ

父
・
和
則
さ
ん　
母
・
梨
絵
さ
ん

「
お
姉
ち
ゃ
ん
と

 

た
く
さ
ん
遊
ぼ
う
ね
♡
」

小
林
　
翔と

あ空 

ち
ゃ
ん （
持
田
）

平
成
26
年
3
月
22
日
生
ま
れ

父
・
巧
さ
ん　
母
・
理
都
さ
ん

「
元
気
な
子
に
育
っ
て
ね
♪
」

園
木
　
芳ほ
の
み美 

ち
ゃ
ん （
谷
郷
）

平
成
26
年
3
月
5
日
生
ま
れ

父
・
正
行
さ
ん　
母
・
美
嘉
さ
ん

「
煌こ
う

ち
ゃ
ん
と
仲
良
く

 

元
気
に
育
っ
て
ね
♡
」

 

富
士
見
町 

森　
　
節
子

背
を
丸
め
よ
も
ぎ
摘
む
人
母
に
似
し

 

清
水
町 

柳
沢　
紀
子

春
暦
孫
子
揃
い
て
古
稀
の
膳

 

城
南 

橋
本
千
枝
子

八
十
路
と
て
ま
だ
ま
だ
ま
だ
と
春
の
道

 

斎
条 

中
村　
英
子

み
ぞ
れ
降
り
小
鳥
さ
ま
よ
い
宿
さ
が
し

 

下
中
条 

梶
原　
銃
司

列
島
は
駅
伝
に
沸
く
三
が
日

 

天
満 

青
柳　
欣
吾

老
妻
と
豆
撒
き
し
あ
と
福
茶
飲
む

 

谷
郷 

伊
東　
典
子

長
老
の
山
羊
に
与
え
る
若
菜
摘
む

 

持
田 

伊
藤　
洋
子

健
康
を
最
初
に
願
う
初
詣

 

荒
木 

国
島　
初
江

佛
壇
の
夫ひ
と
に
年
賀
の
あ
い
さ
つ
を

 

長
野 

𠮷
野　
ら
ん

出
初
式
パ
パ
頑
張
れ
の
声
響
く

 

藤
原
町 

上
原
ミ
サ
子

シ
ク
ラ
メ
ン
仲
良
く
背
の
び
鉢
の
中

 

荒
木 

藤
田　
明
枝

鉢
一
つ
置
き
替
へ
て
み
る
春
隣

 

桜
町 

長
谷
川
さ
く

春
近
し
言
葉
だ
い
じ
に
今
日
を
生
く

 

渡
柳 

川
田　
静
江

遠
山
や
足
ど
り
軽
く
春
隣

 

荒
木 

藤
田　
栄
之

雪
便
り
フ
ァ
ッ
ク
ス
一
枚
せ
り
あ
が
る

 

持
田 

矢
口　
ト
ヨ

三
日
月
の
ふ
た
え
に
霞
む
夜
明
か
な

 

向
町 

小
沼　
重
蔵

元
旦
を
寿
ぐ
孫
の
勢
揃
い

 

城
西 

新
井　
禮
子

初
鏡
亡は

母は

の
香
り
を
身
に
ま
と
う

 

向
町 

渡
月　
　
峯

明
日
は
勝
て
相
撲
太
鼓
の
小
正
月

 

長
野 

野
中
せ
き
子

陽
だ
ま
り
の
車
の
上
で
子
猫
ね
る

 

（
三
沢　
一
水　
監
修
）

★★★ 平成26年 3月生まれ のおともだち ★★★

平成26年5月生まれのお子さんを募集します

行
田
の
足
袋
を
担
う
若
き
伝
統
工
芸
士

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

私
の
作
品

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎ 

俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
、
は
が
き
・
封
書
で

広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

耒く
る

栖す 

智
香
子 

さ
ん
（
36
歳
・
城
南
）



催し・募集
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▼
日
時
　

4
月
4
日
㈯
・
5
日
㈰
午

前
9
時
30
分
～
午
後
5
時
（
5
日

は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）　
▼
場
所
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　

▼
内
容
　
和
裁
ク
ラ
ブ
会
員
の
作
品

を
展
示
す
る　

▼
入
場
無
料
　
▼

問
　
和
裁
「
繭
の
会
」
会
長
根
津
☎

５
５
６
―
７
６
０
５

▼
日
時
　

3
月
27
日
㈮
～
29
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
5
時　
▼
場
所
　
ウ

ニ
ク
ス
鴻
巣
こ
み
ゅ
に
て
ぃ
る
ー

む
（
鴻
巣
市
北
新
宿
２
２
５
―
1
）　

▼
内
容
　
宝
く
じ
の
チ
ラ
シ
や
資
料

な
ど
を
展
示
す
る　

▼
入
場
無
料
　

▼
問
　
栗
原
☎
０
９
０
―
１
５
３
５

―
４
４
６
０

▼
日
時
　

3
月
22
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
4
時　
▼
場
所
　
埼
玉
県
県
民

活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
（
伊
奈
町
内
宿

6
―
26
）　
▼
内
容
　
も
も
ち
ゃ
ん

シ
ア
タ
ー
、「
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
か

ら
！
」
コ
ン
サ
ー
ト
他　
▼
入
場
無

料
　
▼
主
催
　
こ
ど
も
☆
夢
☆
未
来

和
裁
「
繭
の
会
」

作
品
展
示
会

な
ん
で
も
コ
レ
ク
タ
ー
栗
原
喜
文

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界

ア
ー
ト
に
な
っ
た
宝
く
じ
展

こ
ど
も
☆
夢
☆
未
来
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
５
「
ひ
と
り

じ
ゃ
な
い
か
ら
！
」Festivals

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
５
実
行
委

員
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
彩
の
子
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク　
▼
後
援
　
埼
玉
県
、
埼
玉

県
教
育
委
員
会
、
埼
玉
県
市
長
会
他　

▼
協
力
　（
公
財
）
い
き
い
き
埼
玉　

▼
そ
の
他
　
保
育
あ
り
（
要
予
約
）　

▼
問
　
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
鈴
木
☎

０
４
８
―
７
７
０
―
５
２
７
２

▼
日
時
　

4
月
26
日
㈰
午
後
1
時
30

分　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
地
下

創
作
室　
▼
対
象
　
20
～
45
歳
の
男

女　

▼
定
員
　
男
女
各
30
人　

▼

参
加
費
　【
男
性
】
3
千
円　
【
女

性
】
2
千
円　
▼
申
・
問
　

4
月
20

日
㈪
ま
で
に
電
話
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行

田
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
０
―

２
４
１
６
―
９
６
９
２

▼
日
時
　

4
月
17
日
㈮
午
前
10
時　

▼
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

み
ず
し
ろ　
▼
内
容
　
初
心
者
の
方

を
対
象
に
し
た
短
歌
教
室　
▼
参
加

無
料
　
▼
主
催
　
倫
理
研
究
所
家
庭

倫
理
の
会
行
田
市　

▼
後
援
　
行

田
市
教
育
委
員
会　
▼
申
・
問
　

3

行
田
縁
結
び
パ
ー
テ
ィ
ー

講
座
・
教
室
・
講
習
会

初
め
て
の
短
歌

ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
田
中
淳
子
さ
ん

（
キ
ー
ボ
ー
ド
）、
若
山
年
勝
さ
ん

（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）　
▼
入
場
無

料
　
▼
主
催
　
も
の
つ
く
り
大
学
、

行
田
も
の
つ
く
り
・
音
友
会　
▼
問
　

田
中
☎
５
５
６
―
０
５
０
３

▼
日
時
　

3
月
27
日
㈮
～
4
月
2
日

㈭
の
各
店
舗
の
営
業
時
間　
▼
場
所
　

埼
玉
り
そ
な
銀
行
か
ら
半
径
５
０
０

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
エ
リ
ア
に
あ
る
店

舗
な
ど　
▼
内
容
　
地
元
ゆ
か
り
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
作
品
展
示
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
、
作
品

鑑
賞
ツ
ア
ー
、
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
な
ど　

▼
入
場
無
料
　
▼
問
　

忍
町
ア
ー
ト
化
作
戦
実
行
委
員
会
☎

０
９
０
―
７
８
１
４
―
９
６
１
５

▼
日
時
　

4
月
12
日
㈰
午
前
9
時
30

分　
▼
集
合
場
所
　
馬
見
塚
第
二
集

会
所
（
西
善
院
）　

▼
内
容
　
行
田

の
自
然
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
、
観
察
会
、

清
掃
活
動　
▼
そ
の
他
　
長
靴
な
ど

を
履
き
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
参

加
く
だ
さ
い
。　
▼
主
催
・
問
　
星

川
の
自
然
と
キ
タ
ミ
ソ
ウ
を
守
る
会

会
長
栗
原
☎
５
５
７
―
０
０
９
１

第
2
回

忍
町
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

キ
タ
ミ
ソ
ウ
の
観
察
会
・

清
掃
活
動

11
時
（
雨
天
中
止
）　
▼
集
合
場
所
　

大
長
寺
忍
川
側
に
あ
る
あ
ず
ま
や
付

近　
▼
内
容
　
栄
橋
か
ら
旭
橋
ま
で

（
６
０
０
メ
ー
ト
ル
）
の
間
に
捨
て

ら
れ
て
い
る
ご
み
を
拾
い
、
環
境
美

化
活
動
を
行
う　
▼
参
加
無
料
　
▼

服
装
　
汚
れ
て
も
よ
い
服
装　
▼
そ

の
他
　
軍
手
、
ご
み
袋
を
配
布
し
ま

す
。　
▼
問
　
行
田
市
民
大
学
同
窓

会
忍
川
環
境
を
見
守
る
会
事
務
局
☎

５
５
４
―
９
３
９
２

▼
日
時
　

3
月
15
日
㈰
午
後
1
時
30

分
～
3
時　
▼
場
所
　
佐
間
公
民
館　

▼
内
容
　
三
遊
亭
小
笑
さ
ん
ら
に
よ

る
落
語
な
ど　

▼
定
員
　
１
０
０

人　
▼
入
場
無
料
　
▼
問
　
同
館
☎

５
５
３
―
１
４
７
８

▼
日
時
　

4
月
2
日
㈭
午
後
2
時
開

演　
▼
場
所
　
も
の
つ
く
り
大
学
体

育
館　
▼
内
容
　
も
の
つ
く
り
大
学

の
学
生
や
市
民
、
本
市
に
縁
の
あ
る

プ
ロ
の
音
楽
家
と
の
合
同
コ
ン
サ
ー

ト
を
行
う　
▼
出
演
者
　
も
の
つ
く

り
大
学
軽
音
楽
部
学
生
、
田
中
利
幸

さ
ん
（
バ
リ
ト
ン
）、
森
川
郁
子
さ

行
田
さ
ま
寄
席

「
落
語
を
聴
く
会
」

第
11
回
行
田
と
も
の
つ
く
り

大
学
を
結
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時
　

3
月
29
日
㈰
午
前
10
時
開

演　

▼
場
所
　
忍
・
行
田
公
民
館　

▼
内
容
　
子
供
た
ち
に
よ
る
歌
や
ダ

ン
ス
、
手
品
、
絵
本
と
紙
芝
居
の
読

み
聞
か
せ
、
人
形
劇　
▼
対
象
　
幼

児
以
上　

▼
参
加
無
料
　
▼
主
催
　

こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

会　
▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委
員
会　

▼
問
　
行
田
お
や
こ
劇
場
事
務
局
☎

０
９
０
―
３
８
１
６
―
５
３
７
４

▼
日
時
　【
帽
子
（
予
定
） 

】
3
月

11
日
・
18
日
・
25
日　
【
ス
モ
ッ
ク

（
予
定
） 

】
4
月
8
日
・
15
日
・
22

日
い
ず
れ
も
水
曜
日
午
前
10
時
～
午

後
0
時
30
分　
▼
場
所
　
ミ
シ
ン
会

館
（
㈱
日
建
内
・
藤
原
町
1
―
31

―
20
）　
▼
対
象
　
市
内
在
住
の
方　

▼
定
員
　
各
5
人
（
先
着
順
）　

▼

参
加
費
　

3
千
円
（
教
材
代
を
含

む
）　

▼
申
・
問
　
行
田
商
工
会
議

所
☎
５
５
６
―
４
１
１
１

▼
日
時
　

3
月
27
日
㈮
午
前
10
時
～

イ
ベ
ン
ト

第
21
回

こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ミ
シ
ン
に
触
れ
て

手
作
り
の
楽
し
さ
を
！

忍
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

月
31
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
長
島
☎

５
５
６
―
２
８
９
２

▼
日
時
　

3
月
28
日
～
6
月
13
日
の

土
曜
日
（
全
10
回
）
午
前
9
時
～
10

時
30
分
※
予
備
日
2
回
を
含
む　
▼

場
所
　
富
士
見
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

▼
対
象
　
新
小
学
1
年
生
～
6
年
生

※
そ
の
他
の
学
年
は
要
相
談　
▼
定

員
　
30
人
程
度
（
先
着
順
）　

▼
参

加
費
　

3
千
円
（
コ
ー
ト
代
お
よ
び

ボ
ー
ル
代
）
※
初
日
に
徴
収　
▼
主

管
　
行
田
市
テ
ニ
ス
協
会　
▼
そ
の

他
　
運
動
し
や
す
い
服
装
で
参
加
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
ラ
ケ
ッ
ト
の
貸

し
出
し
あ
り
（
数
本
）　

▼
申
・
問
　

月
～
金
曜
日
の
午
後
7
時
～
9
時
に

横
田
☎
５
５
４
―
８
１
６
４

▼
日
時
　

4
月
19
日
㈰
午
前
10
時
～

11
時
50
分　

▼
場
所
　「
み
ら
い
」

文
化
ホ
ー
ル　
▼
内
容
　
山
内
京
子

さ
ん
（
一
般
社
団
法
人
倫
理
研
究
所

講
師
）
に
よ
る
講
演
「
生
き
ぬ
く

力
」　

▼
参
加
費
　

1
千
円　

▼
後

援
　
文
部
科
学
省
、
行
田
市
、
行
田

市
教
育
委
員
会　

▼
問
　
井
野
☎

５
５
３
―
１
０
５
１

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

家
庭
倫
理
講
演
会

▼
日
時
　

3
月
29
日
㈰
午
前
9
時
～

11
時
※
雨
天
中
止　

▼
集
合
場
所
　

忍
・
行
田
公
民
館　
▼
内
容
　
新
設

し
た
花
木
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
と
さ

く
ら
の
種
類
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
し

な
が
ら
楽
し
む　
▼
参
加
無
料
　
▼

持
ち
物
　
持
っ
て
い
る
方
は
双
眼
鏡

（
7
～
8
倍
）　
▼
主
催
　
み
ど
り

の
ぎ
ょ
う
だ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
▼
そ

の
他
　
汚
れ
て
も
よ
い
動
き
や
す
い

服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。
駐
車
場

は
、
同
公
民
館
北
側
の
未
舗
装
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

▼
問
　

行
田
さ
く
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
☎

５
６
４
―
３
０
０
０

▼
日
時
　

3
月
25
日
㈬
午
前
10
時
～

11
時
30
分　

▼
場
所
　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ

ぎ
ょ
う
だ
和
室　
▼
内
容
　
赤
ち
ゃ

ん
の
心
身
機
能
の
発
達
を
促
す
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
、
親
子
の
心
と

体
を
癒
や
す　
▼
対
象
　
生
後
2
カ

月
半
～
10
カ
月
く
ら
い
の
赤
ち
ゃ
ん

と
そ
の
親　
▼
参
加
費
　
５
０
０
円　

▼
そ
の
他
　
要
申
し
込
み　
▼
申
・

問
　

3
月
24
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
高

島
☎
５
５
４
―
５
３
６
１

第
16
回
「
未
来
へ
残
し
た
い

行
田
の
自
然
八
景
」
ウ
ォ
ー
ク

～
さ
く
ら
マ
ッ
プ
を
手
に
忍
城
址
へ
～

春
の
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

体
験
会

▼
日
時
　
毎
月
第
1
・
3
日
曜
日
午

前
9
時
～
11
時
※
第
1
回
は
4
月
11

日
㈯　
▼
場
所
　
行
田
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ　
▼
内
容
　
走
る
・
跳
ぶ
な

ど
の
陸
上
運
動
の
基
本
を
学
ぶ　
▼

対
象
　
小
学
生　

▼
定
員
　
50
人　

▼
費
用
　
入
会
金
1
千
円
、
月
会
費

５
０
０
円　
▼
主
催
　
行
田
市
陸
上

競
技
協
会　
▼
申
　

4
月
11
日
に
費

用
を
添
え
て
直
接
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー

ナ　
▼
問
　
同
協
会
奥
泉
☎
５
５
５

―
０
８
１
４

▼
日
時
　

4
月
2
日
～
23
日
の
毎
週

木
曜
日
（
全
4
回
）
午
前
10
時
～
11

時　
▼
場
所
　「
行
田
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
」
剣
道
場　
▼
内
容
　
太
極

拳
を
通
し
て
足
腰
を
強
く
す
る
と
と

も
に
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
向
上
さ
せ
る　

▼
対
象
　
健
康
に
関
心
の
あ
る
方　

▼
参
加
費
　

1
千
５
０
０
円　
▼
持

ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
1
枚
、
室
内
履

き　
▼
申
・
問
　
健
康
太
極
拳
教
室

福
田
☎
０
９
０

―
３
５
９
４
―

９
５
９
０

陸
上
教
室

健
康
太
極
拳
講
座

広告広告
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絵
画
ク
ラ
ブ
俊
和
会

「
作
品
展
」

▼
日
時
　

3
月
13
日
㈮
～
15
日
㈰
午

前
9
時
～
午
後
5
時
（
15
日
は
午
後

4
時
ま
で
）　
▼
場
所
　
産
業
文
化

会
館
地
下
創
作
室　
▼
内
容
　
絵
画

ク
ラ
ブ
俊
和
会
会
員
の
作
品
の
展
示　

▼
入
場
無
料
　

万
作
・
萬
斎
狂
言
の
会

行
田
公
演

▼
日
時
　

6
月
6
日
㈯
午
後
2
時
開

演　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　
▼
出
演
　
野
村
万
作
・
野
村
萬

斎
他　
▼
演
目
　「
附
子
」「
六
地
蔵
」　

▼
入
場
料
　
全
席
指
定
5
千
円　
▼

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
　

4
月
4
日
㈯

午
前
9
時
か
ら
同
館
他
各
プ
レ
イ
ガ

イ
ド
で
発
売
（
同
館
の
電
話
受
け
付

け
は
翌
日
午
前
10
時
か
ら
）　
▼
注

意
　
未
就
学
児
は
入
場
不
可　
▼
そ

の
他
　
チ
ケ
ッ
ト
は
1
人
４
枚
ま
で

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時
　

3
月
28
日
㈯
午
後
2
時
開

演　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　
▼
内
容
　「
Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
」

「
月
光
」「
ツ
ィ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
ン
」

「
歌
の
翼
に
」「
ふ
る
さ
と
」「
花
は
咲

く
」
な
ど
を
演
奏　
▼
出
演
　
行
田

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
協
会　
▼
入
場
無
料
　

行
田
市
民
プ
ー
ル

監
視
員
ス
タ
ッ
フ

▼
勤
務
時
間
　
①
【
月
～
金
曜
日
】

午
前
9
時
30
分
～
午
後
6
時
30
分
の

う
ち
4
～
8
時
間
程
度　
②
【
月
～

金
曜
日
】
午
後
6
時
30
分
～
9
時　

③
【
土
・
日
曜
日
、
祝
日
】
午
後
0

時
45
分
～
9
時
30
分
の
う
ち
4
～
8

時
間
程
度　
▼
業
務
内
容
　
プ
ー
ル

監
視
お
よ
び
施
設
管
理
業
務
（
①
②

は
週
3
日
程
度
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

勤
務
）　
▼
応
募
資
格
　
高
校
生
以

上
60
歳
未
満
の
方　

▼
募
集
人
数
　

①
2
人
程
度　
②
③
3
人
程
度　
▼

時
給
　
高
校
生
８
１
０
円
、
大
人
・

学
生
８
２
０
円
（
試
用
期
間
の
2
カ

月
間
は
８
１
０
円
）　
▼
選
考
方
法
　

書
類
審
査
の
上
、
面
接
を
実
施　
▼

申
　
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
直
接

行
田
市
民
プ
ー
ル
窓
口

古
代
蓮
の
里

「
春
の
感
謝
デ
ー
」

▼
期
日
　

3
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰　

▼
内
容
　
①
行
田
市
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ

大
使
「
潮
崎
ひ
ろ
の
」
コ
ン
サ
ー
ト

（
22
日
午
後
1
時
30
分
か
ら
）　
②

古
代
蓮
の
里
売
店
内
外
で
ワ
ン
コ

イ
ン
セ
ー
ル
（
１
０
０
円
）
を
開

催　
③
古
代
蓮
会
館
入
館
者
を
対
象

に
ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
と
お
茶
を
無
料

サ
ー
ビ
ス　
④
う
ど
ん
店
で
う
ど
ん

を
注
文
し
た
方
に
「
ゆ
で
玉
子
1

個
」
を
サ
ー
ビ
ス　
▼
そ
の
他
　
各

施
設
と
も
営
業
時
間
は
通
常
ど
お
り

邦
楽
邦
舞
の
つ
ど
い

▼
日
時
　

3
月
15
日
㈰
午
後
1
時
30

分
開
演　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　
▼
内
容
　
日
本
舞
踊
と
長

唄
演
奏　
▼
出
演
　
西
川
扇
由
女
、

東
音
会
、
越
智
義
乃
、
伝
統
文
化
こ

ど
も
教
室
生
徒
他　
▼
演
目
　「
俄

獅
子
」「
手
習
子
」「
汐
汲
」「
菊
づ
く

し
」「
舞
妓
」「
春
の
調
べ
」「
紅
葉
笠
」　

▼
入
場
無
料
　

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

窓
口
受
付
ス
タ
ッ
フ

▼
勤
務
時
間
　【
月
～
金
曜
日
】
午

後
5
時
30
分
～
9
時
30
分
【
土
・
日

曜
日
、
祝
日
】
午
前
8
時
30
分
～
午

後
９
時
30
分
の
う
ち
4
～
8
時
間
程

度　
▼
業
務
内
容
　
窓
口
受
け
付
け

お
よ
び
施
設
管
理
業
務
（
週
3
日
程

度
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
）　
▼

応
募
要
件
　
18
歳
以
上
60
歳
未
満

で
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
勤
務
が

可
能
な
方　
▼
募
集
人
数
　

2
人
程

度
（
採
用
者
が
決
定
次
第
、
募
集

終
了
）　

▼
時
給
　
８
２
０
円
（
試

用
期
間
の
2
カ
月
間
は
８
１
０
円
）　

▼
選
考
方
法
　
書
類
審
査
の
上
、
面

接
を
実
施　
▼
申
　
履
歴
書
（
写
真

貼
付
）
を
直
接
行
田
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
窓
口

【住民基本台帳人口】 行田市の人口と世帯 人口84,308人　男41,943人　女42,365人　世帯数33,872世帯
（平成27年2月1日現在） 1月中の異動　出生60人　転入等174人　死亡126人　転出等163人

▼
応
募
資
格
　
59
歳
ま
で
の
方
で
、

保
育
士
、
教
諭
（
幼
稚
園
・
小
学

校
・
中
学
校
）
な
ど
の
免
許
を
お
持

ち
の
方　
▼
勤
務
期
間
　

4
月
1
日

㈬
か
ら
（
6
カ
月
ご
と
に
更
新
あ

り
）　

▼
勤
務
時
間
　【
学
校
授
業

日
】
午
前
11
時
45
分
～
午
後
7
時

【
夏
休
み
や
冬
休
み
な
ど
の
長
期
休

業
日
】
午
前
7
時
30
分
～
午
後
7

時
の
う
ち
シ
フ
ト
制
に
よ
る 

▼
休

日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
、
夏
期
休
暇
（
土
曜
日
は
1
カ

月
に
1
日
程
度
勤
務
あ
り
）　
▼
勤

務
内
容
　
市
内
学
童
保
育
室
に
お
け

る
児
童
の
保
育
業
務　
▼
賃
金
　
月

給
12
万
8
千
円
～
13
万
1
千
円
※

賞
与
あ
り
（
年
2
回
）　
▼
募
集
人

数
　

4
人　
▼
申
　
履
歴
書
（
写
真

貼
付
）
を
持
参
の
上
、
3
月
20
日

㈮
ま
で
に
直
接
行
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
※
事
前
に
電
話
連
絡
を
す
る
こ

と　
▼
問
　
同
協
議
会
☎
５
５
７
―

５
４
０
０

学
童
保
育
室
指
導
員

▼
日
時
　

4
月
6
日
㈪
午
前
10
時
～

11
時
30
分　

▼
場
所
　
総
合
福
祉

会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」　
▼
内
容
　

子
育
て
中
の
親
同
士
で
語
ら
う
（
託

児
付
き
）　
▼
対
象
　
市
内
在
住
で

乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者　

▼
定
員
　

30
人　
▼
参
加
費
　
１
０
０
円　
▼

主
催
　
行
田
市
民
生
委
員
・
児
童
委

員
連
合
会　
▼
後
援
　
行
田
市
、
行

田
市
教
育
委
員
会
、
行
田
市
社
会
福

祉
協
議
会　
▼
申
・
問
　
同
協
議
会

☎
５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時
　

3
月
22
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
3
時
30
分
（
午
前
7
時
に
行
田

市
役
所
玄
関
前
集
合
）
※
イ
ベ
ン
ト

会
場
ま
で
の
送
迎
あ
り　

▼
場
所
　

綾
瀬
川
左
岸
広
場
（
草
加
市
）　
▼

募
集
人
数
　
10
人
程
度　
▼
そ
の
他
　

昼
食
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
支
給
あ
り　
▼

申
・
問
　

3
月
15
日
㈰
ま
で
に
電
話

で
行
田
フ
ラ
イ
・
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
友

の
会
事
務
局
☎
５
５
４
―
０
７
８
９

相　
　
談

子
育
て
談
話
室

「
た
ん
ぽ
ぽ
」

募　
　
集

第
12
回
埼
玉
Ｂ
級
ご
当
地

グ
ル
メ
王
決
定
戦
in
草
加

販
売
補
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古 代 蓮 会 館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

クラブ名 日　時 場　所 内　容 対　象 定　員 会　費 申し込み・問い合わせ

キッズ
ダンスクラブ

毎週木曜日
午後4時15分
～ 5時15分

「行田グリーン
アリーナ」剣道
場他

ヒップホップ
などのダンス
を行い、リズ
ム感覚を養い
ながら、体力
向上を図る

平成27年
4月現在、
小 学 1 年
生または
2年生 

【小学1年生】
6人

【小学２年生】
2人

月額2,000円 【キッズダンスクラブ
･ジュニアダンスクラ
ブ】3月19日㈭ 午後
6 時 に 直 接「 行 田 グ
リーンアリーナ」窓口

【ウォーターキッズ】
3月20日㈮ 午 後4 時
30分に直接行田市民
プール会議室
※ 応募者多数の場合

は申し込み時に抽選
※ ダンスクラブは重複し

ての申し込みは不可
※ １人につき１人分の

申し込みのみ（権利
の譲渡不可）

※ 時間に遅れた方は
抽選に参加できま
せん。

行田グリーンアリーナ
☎553―3377

ジュニア
ダンスクラブ

毎週土曜日
午後4時30分
～ 5時30分

平成27年
4月現在、
小 学 2 ～
5年生 

9人

ウォーター
キッズ

毎週金曜日
午 後 4 時 ～ 5
時

行田市民プール プールが苦手
な児童の水慣
れおよび基礎
的な水泳指導
を行う

平成27年
4月現在、
小 学 1 年
生以上

7人

行田グリーンアリーナいきいき＆わくわくエンジョイスポーツクラブ会員

広告広告



　
「
万
葉
集
」
に
は
、
大
陸
か
ら
の
攻
撃
に
備
え
る

た
め
、
東
国
で
徴
集
さ
れ
て
北
九
州
に
送
ら
れ
た
防

人
と
よ
ば
れ
る
人
々
の
歌
が
多
数
収
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
最
後
を
飾
っ
て
い
る
歌
が
、
1

月
号
で
も
紹
介
し
た
埼
玉
郡
の
藤ふ
じ
原わ
ら
部べ
の
等と

母も

麻ま

呂ろ

と

物も
の
の
べ
の部

刀と

自じ

売め

夫
妻
の
唱
和
歌　

巻
20　

４
４
２
３

「
足
柄
の
御
坂
に
立た

し
て
袖
振
ら
ば　
家い
は

な
る
妹い
も

は

さ
や
に
見
も
か
も
」、
巻
20　

４
４
２
４
「
色
深
く

背
な
が
衣
は
染
め
ま
し
を　
御
坂
た
ば
ら
ば
ま
さ
や

か
に
見
む
」
で
す
。
唱
和
歌
と
は
、
あ
る
一
人
の
歌

と
、
そ
れ
に
答
え
て
他
の
人
が
作
っ
た
一
連
の
歌
の

こ
と
で
す
が
、
こ
の
二
人
の
唱
和
歌
は
見
事
に
呼
応

し
て
夫
婦
の
深
い
情
愛
を
歌
い
上
げ
て
い
ま
す
。

　
天
平
勝
宝
7
年
（
７
５
５
）
2
月
20
日
に
武
蔵
国

の
防
人
部こ
と
り
づ
か
い

領
使
で
あ
っ
た
安あ

曇づ
み

宿す
く

禰ね

三み

国く
に

が
、
難
波

で
兵
部
少
輔
で
あ
っ
た
大お
お

伴と
も
の

家や
か

持も
ち

に
進
献
し
た
武

蔵
防
人
の
詠
出
歌
20
首
の
中
に
、
こ
の
夫
婦
の
唱
和

歌
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
家
持
は
、
こ
の
中
か
ら

12
首
を
選
ん
で
「
万
葉
集
」
に
収
録
し
ま
し
た
が
、

こ
の
唱
和
歌
を
高
く
評
価
し
て
防
人
歌
群
の
最
後
に

収
め
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

夫
妻
が
埼
玉
郡
の
ど
こ
に
住
ん
で
い
た
の
か
は
、

「
万
葉
集
」
か
ら
は
判
然
と
し
ま
せ
ん
が
、
昭
和
18

年
に
八
幡
山
古
墳
付
近
が
こ
の
歌
ゆ
か
り
の
地
と
し

て
埼
玉
県
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
物
部
刀

自
売
が
八
幡
山
古
墳
の
被
葬
者
と
し
て
有
力
視
さ
れ

て
い
る
「
聖
徳
太
子
伝
暦
」
記
載
の
武
蔵
国
造
物
部

連
兄
麻
呂
に
連
な
る
人
物
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

た
こ
と
、
藤
原
部
等
母
麻
呂
が
藤
原
氏
と
関
係
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
、
藤
原
氏
の
氏
神
を
祭
る
春
日
神
社

が
比
較
的
近
く
に
あ
る
こ
と
、
こ
の
周
辺
に
齋
藤
、

遠
藤
な
ど
「
藤
」
の
字
を
つ
け
た
姓
が
多
い
こ
と
な

ど
が
指
定
の
根
拠
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の

後
、
藤
原
部
が
藤
原
氏
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ

と
が
判
明
す
る
な
ど
、
指
定
根
拠
が
揺
ら
ぎ
、

昭
和
36
年
に
旧
跡
に
指
定
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
直
前
に
八
幡
山
公
園

内
に
夫
婦
の
歌
が
刻
ま
れ
た
歌
碑
が
建
立
さ

れ
、
今
も
こ
の
地
を
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
訪
れ

る
万
葉
集
フ
ァ
ン
は
多
い
よ
う
で
す
。
学
術
的

な
真
相
解
明
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

（
文
化
財
保
護
課　
中
島
洋
一
）
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平
成
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発
行

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をCDーRに録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。
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い
に
し
え
の
行
田
を
探
る
24

行
田 

歴
史
系
譜
252

防さ
き   

人も
り   

夫
妻
の
絶
唱

　1月24日、行田グリーンアリーナで第26回行田市なわとび大会が
開催されました。

　縄跳びを通して小学生の基礎体力の向上を図ることを目的に行われているこの大会
に、今年は378人の児童が参加。選手らは時間とびや二重とびなど6種目の個人競技、
長なわ1分間とびや長なわ10人並びとびなどの団体競技に臨みました。「自己ベスト更
新」や「チームの入賞」などの目標を達成できた選手たちは、大粒の汗を流しながら保護者
や仲間と共に喜びを分かち合っていました。

こぜに 行く!
with
フラべぇ

がちゃん

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。

　平
へい

成
せい

7年
ねん

のオープン以
い

来
らい

、皆
みな

さんの身
み

近
ぢか

なスポーツ施
し

設
せつ

とし
て親

した

しまれている「行
ぎょう

田
だ

グリーンアリーナ」を紹
しょう

介
かい

するよ。
　この施

し

設
せつ

には、彩
さい

の国
くに

まごころ国
こく

体
たい

（平
へい

成
せい

16年
ねん

開
かい

催
さい

）でバレー
ボールの会

かい

場
じょう

となったメインアリーナをはじめ、柔
じゅう

道
どう

場
じょう

、剣
けん

道
どう

場
じょう

、卓
たっ

球
きゅう

室
しつ

などがあって、スポーツをする人
ひと

でいつもにぎわっ
ているんだ。また、26種

しゅ

類
るい

のフィットネスマシーンがそろっ
たトレーニング室

しつ

もあって、常
じょう

駐
ちゅう

トレーナーが最
さい

適
てき

なアドバイ
スをしてくれるよ。ちょっと運

うん

動
どう

をしてみたいと思
おも

っているあ
なた、行

ぎょう

田
だ

グリーンアリーナで汗
あせ

を流
なが

してみませんか。

 ※来
らい

月
げつ

号
ごう

からは、市
し

内
ない

の福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

を紹
しょう

介
かい

します。

行
ぎょう

田
だ

グリーンアリーナ

八幡山公園の万葉歌碑


